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ア
リ
ー
・
ア
ブ
ド
・
ア
ッ
・
ラ
テ
ィ
ー
フ
の
生
涯

―
ス
ー
ダ
ン
「
一
九
二
四
年
革
命
」
の
社
会
的
背
景
分
析
の
素
材
と
し
て

―
（
下
）

栗　

田　

禎　

子

〔
上
（
第
百
五
十
九
册
掲
載
）
の
構
成
〕

は
じ
め
に

一　

ハ
ン
ダ
ク
と
い
う
町

二　

ワ
ー
デ
ィ
ー
・
ハ
ル
フ
ァ
ー

三　

ハ
ル
ト
ゥ
ー
ム
へ

四　

ア
ー
ッ
ザ

五　

若
い
将
校
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六　

政
治
活
動
の
開
始

　

一
九
二
一
年
、
ア
リ
ー
・
ア
ブ
ド
・
ア
ッ
・
ラ
テ
ィ
ー
フ
は
将
来
を
約
束
さ
れ
た
若
い
将
校
と
し
て
の
経
歴
に
終
止
符
を
打
ち
、
激
動

の
中
に
身
を
投
じ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
こ
の
年
、
ワ
ド
・
マ
ダ
ニ
ー
で
、
イ
ギ
リ
ス
人
の
上
官
と
ア
リ
ー
の
間
に
衝
突
が
生
じ
た
。
衝

突
の
原
因
は
一
説
に
よ
れ
ば
、
街
頭
で
両
者
が
遭
遇
し
た
際
、
ア
リ
ー
が
し
か
る
べ
き
形
で
敬
礼
す
る
の
を
怠
っ
た
こ
と
だ
と
さ
れ
る
。

（
ち
な
み
に
当
時
、
ス
ー
ダ
ン
人
軍
人
が
イ
ギ
リ
ス
人
の
上
官
と
出
会
っ
た
際
は
、
た
と
え
ば
騎
乗
し
て
い
る
場
合
は
下
馬
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
た
。）
結
果
と
し
て
ア
リ
ー
は
停
職
処
分
を
受
け
、
ハ
ル
ト
ゥ
ー
ム
に
召
喚
さ
れ
た）

54
（

。

　

英
人
上
官
へ
の
敬
礼
拒
否
と
い
う
行
動
は
、
実
は
、
一
九
一
九
年
革
命
当
時
の
エ
ジ
プ
ト
人
将
校
た
ち
の
間
で
も
見
ら
れ
た
も
の
で
あ

る
。（
ス
ー
ダ
ン
で
ア
リ
ー
と
親
交
が
あ
っ
た
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ナ
ジ
ー
ブ
も
、
一
九
一
九
年
に
革
命
に
参
加
す
る
た
め
に
急
遽
エ
ジ
プ
ト

に
帰
国
し
た
際
、
カ
イ
ロ
駅
頭
で
同
じ
行
動
を
と
っ
て
い
る）

55
（

。）
ア
リ
ー
が
エ
ジ
プ
ト
の
新
聞
を
読
み
、
当
時
の
域
内
の
状
況
に
精
通
し

て
い
た
こ
と
を
想
起
す
る
と
、
停
職
処
分
の
原
因
と
な
っ
た
と
さ
れ
る
ア
リ
ー
の
こ
の
行
動
は
、
単
な
る
個
人
的
・
衝
動
的
な
も
の
で
は

な
く
、
お
そ
ら
く
は
き
わ
め
て
政
治
的
・
意
識
的
な
も
の
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ハ
ル
ト
ゥ
ー
ム
に
召
喚
さ
れ
た
ア
リ
ー
は
、
暫
定
的
に
オ
ム
ド
ゥ
ル
マ
ー
ン
の
第
九
大
隊
に
配
属
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
期
間
中
に
再

び
政
治
的
行
動
を
と
る
こ
と
に
な
る
。
一
九
二
二
年
春
、
ア
リ
ー
は
自
ら
が
署
名
し
た
「
ス
ー
ダ
ン
国
民
の
要
求 M

a ṭālib al-U
m

m
a al-

S ūd ān īya

」
な
る
文
書
を
『
ス
ー
ダ
ン
文
明 Ḥ

ad āra al-S ūd ān

』
紙
の
事
務
所
に
持
参
し
、
掲
載
を
要
求
し
た
。
だ
が
編
集
長
は
掲
載

に
消
極
的
で
あ
り
、
の
み
な
ら
ず
文
書
は
結
果
的
に
ス
ー
ダ
ン
政
庁
（
英
当
局
）
の
手
に
落
ち
て
、
ア
リ
ー
は
逮
捕
さ
れ
た
。
ア
リ
ー
は
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六
月
一
四
日
に
裁
判
に
か
け
ら
れ
、
反
政
府
的
・
煽
動
的
な
文
書
を
流
布
し
よ
う
と
し
た
と
い
う
罪
状
で
軍
籍
を
剥
奪
さ
れ
、
一
年
間
投

獄
さ
れ
た）

56
（

。

　
「
ス
ー
ダ
ン
国
民
の
要
求
」
と
い
う
文
書
は
、（
一
）
ス
ー
ダ
ン
が
独
立
段
階
に
達
す
る
ま
で
の
間
、
導
き
手
を
必
要
と
す
る
こ
と
は
事

実
だ
が
、
こ
の
導
き
手
を
選
ぶ
権
利
が
あ
る
の
は
ス
ー
ダ
ン
国
民
だ
け
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
上
で
、（
二
）
教
育
の
拡
大
、
砂
糖
の

専
売
制
の
廃
止
、
ス
ー
ダ
ン
人
官
吏
を
よ
り
上
位
の
ポ
ス
ト
に
登
用
す
る
こ
と
、
ゲ
ジ
ラ
計
画
（
英
主
導
の
一
大
綿
花
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
）
の
見
直
し
、
等
の
一
連
の
要
求
を
列
挙
し
た
も
の
だ
っ
た
と
言
わ
れ
る）

57
（

。
こ
の
文
書
に
は
ま
た
、
英
当
局
へ
の
忠
誠
を
表
明
し
て
い

る
宗
教
的
・
部
族
的
名
望
家
層
（
特
に
名
指
し
さ
れ
て
い
た
の
は
ハ
ト
ミ
ー
ヤ
教
団
長
の
サ
イ
イ
ド
・
ア
リ
ー
・
ア
ル
・
ミ
ー
ル
ガ
ニ
ー 

al-Sayyid 

‘Al ī al-M
īrghan ī

）
に
対
す
る
批
判
も
含
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
名
士
た
ち
は
「
彼
ら
自
身
し
か
代
表
し
て
い
な
い
」
こ
と

が
指
摘
さ
れ
て
い
た
と
い
う）

58
（

。
こ
の
文
書
は
ア
リ
ー
一
個
人
に
よ
っ
て
起
草
・
提
出
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
背
後
に
は
彼
の
こ
の
行
動

を
支
持
す
る
一
群
の
人
々
が
存
在
し
た
よ
う
で
あ
る
が）

59
（

、
で
は
こ
の
グ
ル
ー
プ
の
性
格
に
関
し
て
は
ど
の
よ
う
な
点
が
指
摘
で
き
る
だ
ろ

う
か
。

　

第
一
に
指
摘
で
き
る
の
は
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
の
原
型
は
、
少
な
く
と
も
部
分
的
に
は
、
ア
リ
ー
が
ワ
ド
・
マ
ダ
ニ
ー
滞
在
中
に
作
り
始

め
た
将
校
組
織
に
遡
る
と
思
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。（
も
っ
と
も
妻
ア
ー
ッ
ザ
の
回
想
に
よ
れ
ば
、
ア
リ
ー
は
も
っ
と
早
く
、
ま

だ
南
部
に
い
た
頃
に
も
何
ら
か
の
「
会
合
」
を
開
い
て
い
た
形
跡
が
あ
る
が）

60
（

。）
こ
の
組
織
は
当
初
は
、
明
確
な
目
標
を
持
つ
政
治
組
織

と
い
う
よ
り
は
、
各
地
に
散
ら
ば
っ
た
ス
ー
ダ
ン
人
将
校
た
ち
を
束
ね
る
全
国
的
な
互
助
組
織
的
な
も
の
と
し
て
構
想
さ
れ
て
い
た
よ
う

で
あ
る）

61
（

。（
ち
な
み
に
ア
リ
ー
は
―
―
正
確
な
時
期
は
不
明
だ
が
―
―
将
校
の
未
亡
人
た
ち
の
た
め
の
全
国
的
組
織
を
結
成
す
る
こ
と
を

計
画
し
て
い
た
と
も
言
わ
れ
る）

62
（

。
も
し
こ
れ
が
、
将
校
夫
人
た
ち
に
よ
る
互
助
組
織
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
構
想
さ
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
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そ
の
指
導
者
と
し
て
念
頭
に
置
か
れ
て
い
た
の
は
ア
ー
ッ
ザ
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。）

　

第
二
に
注
目
に
値
す
る
の
は
、
国
民
の
一
体
性
に
基
く
全
国
的
な
組
織
を
建
設
し
て
い
く
た
め
の
前
提
と
し
て
、「
部
族
」
の
違
い
を

克
服
し
よ
う
と
す
る
意
識
的
な
努
力
が
行
な
わ
れ
た
形
跡
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ア
リ
ー
が
ワ
ド
・
マ
ダ
ニ
ー
で
結
成
し
た
組
織

は
、
ス
ー
ダ
ン
の
さ
ま
ざ
ま
な
部
族
間
の
協
力
と
団
結
を
め
ざ
す
も
の
だ
っ
た
と
言
わ
れ
る）

63
（

。
英
当
局
は
、
ア
リ
ー
は
「
ス
ー
ダ
ン
部
族

統
一
同
盟 Sudan U

nited T
ribes Society

」
と
呼
ば
れ
る
組
織
の
代
表
と
し
て
行
動
し
て
い
る
、
と
い
う
情
報
を
得
て
い
た）

64
（

。

　

第
三
に
、
ま
さ
に
こ
の
国
民
の
一
体
性
に
対
す
る
こ
だ
わ
り
と
い
う
点
で
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
あ
る
程
度
ま
で
、
一
九
二
〇
年
頃
に
結

成
さ
れ
た
「
ス
ー
ダ
ン
統
一
同
盟 Jam

‘ īya al-Itti ḥād al-S ūd ān ī

」
の
、
特
に
草
の
根
の
メ
ン
バ
ー
た
ち
と
重
な
り
合
う
側
面
を
持
つ
。

「
ス
ー
ダ
ン
統
一
同
盟
」
は
エ
ジ
プ
ト
の
一
九
一
九
年
革
命
に
刺
激
さ
れ
、
イ
ギ
リ
ス
支
配
へ
の
対
抗
を
め
ざ
し
て
結
成
さ
れ
た
秘
密
組

織
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
は
、
指
導
的
メ
ン
バ
ー
に
と
っ
て
は
「
統
一
」
が
エ
ジ
プ
ト
と
ス
ー
ダ
ン
の
統
一
を
意
味
す
る
の
は
自
明
だ
っ
た

の
に
対
し
、
草
の
根
の
メ
ン
バ
ー
の
中
に
は
「
統
一
」
を
ス
ー
ダ
ン
国
民
内
部
の
統
一
と
解
釈
す
る
者
が
い
る
、
と
い
う
状
況
が
存
在
し

て
い
た）

65
（

と
さ
れ
る
。（
す
ぐ
後
で
見
る
よ
う
に
ア
リ
ー
の
行
動
様
式
に
も
エ
ジ
プ
ト
に
お
け
る
反
帝
国
主
義
闘
争
の
影
響
は
濃
厚
な
の
で

あ
る
が
）
一
方
で
彼
が
、
運
動
の
前
提
と
し
て
ス
ー
ダ
ン
国
民
内
部
4

4

の
統
一
を
ま
ず
重
視
す
る
、「
統
一
同
盟
」
の
指
導
部
よ
り
は
草
の

根
に
近
い
立
場
を
と
っ
て
い
た
こ
と
は
興
味
深
い
。
―
―
以
上
か
ら
は
、
ア
リ
ー
と
そ
の
盟
友
た
ち
と
が
当
時
抱
い
て
い
た
「
ス
ー
ダ
ン

民
族
主
義
」
の
、
お
お
よ
そ
の
特
徴
が
浮
か
び
上
が
る
。

　
「
ス
ー
ダ
ン
国
民
の
要
求
」
提
出
、
そ
し
て
そ
れ
以
後
の
ア
リ
ー
の
行
動
様
式
は
、
ア
リ
ー
（
お
よ
び
そ
の
背
後
に
控
え
て
い
た
グ
ル
ー

プ
）
が
（
ワ
ド
・
マ
ダ
ニ
ー
で
の
英
人
上
官
と
の
衝
突
事
件
の
場
合
同
様
）
エ
ジ
プ
ト
で
展
開
さ
れ
て
き
た
反
帝
国
主
義
闘
争
の
経
験
か

ら
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
得
て
い
た
こ
と
を
明
白
に
示
す
も
の
と
な
っ
た
。
逮
捕
後
の
取
調
べ
の
過
程
で
、
ア
リ
ー
は
エ
ジ
プ
ト
か
ら
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弁
護
士
を
呼
び
寄
せ
て
弁
護
し
て
も
ら
う
こ
と
を
要
求
し
、
却
下
さ
れ
て
い
る）

66
（

。
植
民
地
支
配
当
局
に
対
し
て
「
国
民
の
要
求
」
を
公
然

と
突
き
つ
け
る
こ
と
で
運
動
を
開
始
す
る
と
い
う
手
法
自
体
が
、
エ
ジ
プ
ト
で
一
九
一
九
年
革
命
に
先
立
っ
て
サ
ア
ド
・
ザ
グ
ル
ー
ル 

Sa

‘d Zaghl ūl

と
そ
の
盟
友
た
ち
が
と
っ
た
同
様
の
行
動
（
英
高
等
弁
務
官
と
の
一
九
一
八
年
一
一
月
一
八
日
の
有
名
な
会
見
）
に
ヒ
ン

ト
を
得
た
も
の
だ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
エ
ジ
プ
ト
の
『
ア
フ
バ
ー
ル
』
紙
に
は
一
九
二
三
年
一
月
、（
当
時
ハ
ル
ト
ゥ
ー
ム
・
ノ
ー
ス

の
コ
ー
ベ
ル
監
獄 K

ober

で
服
役
中
だ
っ
た
）
ア
リ
ー
か
ら
の
投
稿
と
さ
れ
る
手
紙
が
掲
載
さ
れ
た
が
、
そ
こ
で
は
彼
は
記
念
す
べ
き

一
一
月
一
三
日
と
い
う
日
に
ち
な
ん
で
エ
ジ
プ
ト
国
民
に
挨
拶
を
送
り
、
獄
中
に
あ
る
自
分
の
運
命
を
流
刑
中
の
サ
ア
ド
・
ザ
グ
ル
ー
ル

の
そ
れ
と
な
ぞ
ら
え
て
い
る）

67
（

。

　
「
ス
ー
ダ
ン
国
民
の
要
求
」
の
提
出
と
そ
れ
に
続
く
裁
判
・
投
獄
―
―
こ
の
年
に
生
ま
れ
た
次
女
ス
ィ
ッ
ト
ナ
ー Sittun ā

は
家
族
の
中

で
は
「
ス
ジ
ュ
ー
ン Suj ūn

（
牢
屋
）」
と
い
う
あ
だ
名
で
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た）

68
（

―
―
は
、
ア
リ
ー
の
人
生
の
転
換
点
で
あ
り
、
こ

れ
に
よ
り
彼
は
国
民
的
注
目
を
集
め
る
人
物
と
な
っ
た
。
一
九
二
三
年
四
月
の
出
獄
後
ア
リ
ー
の
政
治
的
影
響
力
が
増
大
し
た
結
果
、
彼

の
掲
げ
る
タ
イ
プ
の
「
ス
ー
ダ
ン
民
族
主
義
」
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
が
、「
ス
ー
ダ
ン
統
一
同
盟
」
の
既
存
の
指
導
部
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
脅
か

す
と
い
う
現
象
さ
え
生
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
は
、
次
の
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
も
窺
え
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、「
ス
ー
ダ
ン
統
一

同
盟
」
の
指
導
的
メ
ン
バ
ー
の
ひ
と
り
だ
っ
た
ス
ラ
イ
マ
ー
ン
・
キ
シ
ャ Sul āym

an K
isha

が
、
預
言
者
ム
ハ
ン
マ
ド
生
誕
祭
の
夕
べ

に
朗
唱
さ
れ
た
詩
を
集
め
て
本
の
形
で
出
版
し
、
序
言
の
冒
頭
に
「
高
貴
な
ア
ラ
ブ
の
民
よ
（
シ
ャ
ア
ブ
・
ア
ラ
ビ
ー
・
カ
リ
ー
ム sha

‘b 

‘Arab ī kar īm

）」
と
書
い
た
と
こ
ろ
、
ア
リ
ー
・
ア
ブ
ド
・
ア
ッ
・
ラ
テ
ィ
ー
フ
が
抗
議
し
て
来
た
。「
高
貴
な
ス
ー
ダ
ン
の
民
よ
（
シ
ャ

ア
ブ
・
ス
ー
ダ
ー
ニ
ー
・
カ
リ
ー
ム sha

‘b S ūd ān ī kar īm

）」
と
書
く
べ
き
だ
、
ス
ー
ダ
ン
内
部
で
ア
ラ
ブ
と
南
部
の
人
々
の
間
に
分
け

隔
て
が
な
ら
な
い
か
ら
、
と
い
う
の
が
、
彼
の
言
い
分
で
あ
っ
た）

69
（

。
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ア
リ
ー
の
影
響
力
が
増
大
し
た
の
は
明
ら
か
に
、
彼
の
掲
げ
る
タ
イ
プ
の
「
ス
ー
ダ
ン
民
族
主
義
」
が
、「
脱
部
族
化
」
し
つ
つ
あ
っ

た
当
時
の
ス
ー
ダ
ン
社
会
の
現
実
と
良
く
合
致
し
て
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
こ
の
社
会
的
現
実
が
新
し
い
タ
イ
プ
の
「
ス
ー
ダ
ン
民
族
主

義
」
を
、
ま
た
、
新
し
い
タ
イ
プ
の
政
治
指
導
者
を
求
め
て
い
た
の
で
あ
る
。

七　
「
指
導
者
（
ザ
イ
ー
ム
）」
ア
リ
ー
・
ア
ブ
ド
・
ア
ッ
・
ラ
テ
ィ
ー
フ

　

第
一
次
大
戦
終
結
以
来
ス
ー
ダ
ン
で
高
ま
り
始
め
て
い
た
反
帝
国
主
義
的
気
運
は
、
一
九
二
四
年
春
の
「
白
旗
同
盟 Jam

 

‘īya al-Liw
ā

’ 

al-A
bya ḍ

」
の
結
成
を
も
っ
て
新
た
な
段
階
を
迎
え
た
。
こ
の
組
織
の
基
本
的
な
発
想
は
、（
1
）
ス
ー
ダ
ン
国
内
の
民
衆
的
勢
力
と

（
2
）
エ
ジ
プ
ト
、
と
の
間
で
共
闘
関
係
を
築
き
、
そ
れ
に
よ
っ
て
イ
ギ
リ
ス
支
配
か
ら
の
解
放
を
め
ざ
す
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。「
ス
ー

ダ
ン
民
族
主
義
」
の
大
義
と
、「
ナ
イ
ル
河
谷
（
＝
エ
ジ
プ
ト
・
ス
ー
ダ
ン
）
の
統
一
」
の
大
義
の
共
存
は
、
一
見
奇
妙
な
印
象
を
与
え

る
か
も
し
れ
な
い
が
、
一
九
一
九
革
命
後
の
当
時
の
エ
ジ
プ
ト
が
域
内
に
お
け
る
反
帝
国
主
義
闘
争
の
前
衛
と
も
言
え
る
位
置
に
あ
っ
た

こ
と
、
さ
ら
に
一
九
二
三
年
末
の
選
挙
で
の
圧
勝
の
結
果
、
エ
ジ
プ
ト
で
は
サ
ア
ド
・
ザ
グ
ル
ー
ル
率
い
る
ワ
フ
ド
政
権
が
成
立
し
た
こ

と
を
考
え
る
と
、
こ
れ
は
理
解
可
能
な
戦
略
で
あ
っ
た
。

　

折
り
し
も
イ
ギ
リ
ス
政
府
と
サ
ア
ド
・
ザ
グ
ル
ー
ル
の
間
で
は
ス
ー
ダ
ン
の
将
来
の
ス
テ
ー
タ
ス
を
め
ぐ
る
交
渉
が
開
始
さ
れ
よ
う
と

し
て
お
り
、
ス
ー
ダ
ン
国
内
で
は
ス
ー
ダ
ン
政
庁
に
よ
っ
て
動
員
さ
れ
た
宗
教
的
・
部
族
的
名
望
家
層
が
イ
ギ
リ
ス
へ
の
忠
誠
を
表
明
し

て
い
た
。
こ
れ
に
対
抗
す
る
に
は
も
は
や
地
下
活
動
で
は
不
十
分
で
あ
り
、
す
ぐ
に
公
然
闘
争
に
打
っ
て
出
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
認
識

は
、（「
ス
ー
ダ
ン
統
一
同
盟
」
の
メ
ン
バ
ー
の
一
部
を
含
む
）
多
く
の
人
々
に
よ
っ
て
共
有
さ
れ
て
い
た
よ
う
だ
が
、
誰
が
責
任
を
負
う
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の
か
と
い
う
点
に
な
る
と
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
躊
躇
す
る
者
が
多
か
っ
た
。
ま
さ
に
こ
の
時
点
で
、
ア
リ
ー
・
ア
ブ
ド
・
ア
ッ
・
ラ

テ
ィ
ー
フ
が
そ
の
役
割
を
引
き
受
け
た
の
で
あ
る
。
同
志
の
ひ
と
り
は
、
ア
リ
ー
の
自
宅
で
開
か
れ
た
会
合
の
席
上
、
こ
の
決
定
が
下
さ

れ
た
と
き
の
こ
と
を
回
想
し
て
い
る）

70
（

。
そ
れ
に
よ
る
と
ア
リ
ー
は
、
出
席
者
ら
に
対
し
て
次
の
よ
う
に
発
言
し
た
。

　
　

 「
我
々
が
こ
の
会
議
を
開
い
て
い
る
の
は
、
今
ま
さ
に
、
交
渉
〔
英
＝
エ
ジ
プ
ト
交
渉
〕
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
る
か
ら
だ
。
こ
の

交
渉
に
関
し
て
、
サ
イ
イ
ド
・
ア
ブ
ド
・
ア
ッ
・
ラ
フ
マ
ー
ン
〔
＝
マ
フ
デ
ィ
ー
の
遺
児
〕
は
既
に
会
合
を
開
い
て
彼
の
意
見
を
表

明
し
た
。
だ
が
、
我
々
は
、
ナ
ー
ズ
ィ
ル n āzir

（
部
族
長
）、
ウ
ム
ダ 

‘um
da

（
村
長
）、
シ
ャ
イ
フ shaykh

（
長
老
、
村
役
人
）

と
い
っ
た
人
々
が
我
々
を
代
表
し
て
い
る
と
は
思
わ
な
い
。
我
々
も
ま
た
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
意
見
を
持
っ
て
い
る
か
ら
だ）

71
（

。」

　

そ
し
て
彼
は
、
確
定
し
た
メ
ン
バ
ー
と
リ
ー
ダ
ー
を
持
つ
組
織
を
結
成
す
る
こ
と
で
、
公
然
闘
争
に
乗
り
出
す
べ
き
だ
と
提
案
し
た
。

出
席
者
は
原
則
的
に
は
賛
成
し
た
が
、
敢
え
て
責
任
を
負
お
う
と
す
る
者
は
誰
も
い
な
か
っ
た
た
め
、
議
論
は
延
々
と
続
い
た
。
深
夜
に

な
っ
て
も
何
も
決
ま
ら
ず
、
会
議
は
失
敗
に
終
わ
る
か
と
思
わ
れ
た
時
、
ア
リ
ー
は
言
っ
た
。

　
　

 「
諸
君
、
も
う
充
分
だ
。
も
う
そ
ろ
そ
ろ
二
時
だ
。
真
夜
中
だ
。
会
議
は
や
め
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
―
―
み
ん
な
の
中
で
一

番
高
貴
な
わ
け
で
は
な
い
が
、
私
が
同
盟
長
に
な
る
と
い
う
の
は
ど
う
だ
ろ
う
？ 

私
が
責
任
を
引
き
受
け
て
、
白
旗
同
盟
の
長
に

な
る
と
い
う
の
は
ど
う
だ
ろ
う
か
？
」

出
席
者
た
ち
（「
そ
の
中
に
は
部
族
有
力
者
の
子
弟
、
ウ
ム
ダ
や
ナ
ー
ズ
ィ
ル
の
息
子
た
ち
も
含
ま
れ
て
い
た
」）
は
即
座
に
賛
同
し
、
こ

う
し
て
白
旗
同
盟
が
正
式
に
結
成
さ
れ
た）

72
（

。

　

そ
の
後
の
「
一
九
二
四
年
革
命
」
の
展
開
に
関
し
て
は
、
既
に
別
稿
で
も
検
討
し
た
。
こ
こ
で
は
、
運
動
の
中
で
ア
リ
ー
が
果
た
し
た

役
割
を
め
ぐ
っ
て
、
い
く
つ
か
の
指
摘
を
す
る
に
と
ど
め
て
お
こ
う
。
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第
一
に
、
こ
れ
ま
で
一
部
の
論
者
の
間
に
は
「
一
九
二
四
年
革
命
」
に
よ
る
ア
リ
ー
の
役
割
を
過
小
評
価
し
、
ア
リ
ー
は
旗
印
に
す
ぎ

な
か
っ
た
の
で
あ
っ
て
運
動
の
真
の
リ
ー
ダ
ー
は
ウ
バ
イ
ド
・
ハ
ー
ッ
ジ
・
ア
ル
・
ア
ミ
ー
ン
だ
っ
た
、
と
す
る
傾
向
が
存
在
し
た
。
こ

れ
ら
の
論
者
に
よ
れ
ば
、
ア
リ
ー
は
南
部
出
身
だ
っ
た
が
ゆ
え
に
、
運
動
が
北
部
ス
ー
ダ
ン
だ
け
に
限
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
対

外
的
に
示
す
た
め
、
名
目
的
な
長
に
選
ば
れ
た
に
す
ぎ
な
い
の
だ
と
い
う）

73
（

。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
見
解
は
、
正
し
い
と
は
言
え
な
い
。
ウ

バ
イ
ド
・
ハ
ー
ッ
ジ
・
ア
ル
・
ア
ミ
ー
ン
が
―
―
た
と
え
ば
前
出
の
ス
ラ
イ
マ
ー
ン
・
キ
シ
ャ
と
比
べ
た
場
合
―
―
「
ス
ー
ダ
ン
統
一
同

盟
」
指
導
部
内
に
お
け
る
、
よ
り
革
新
的
な
潮
流
を
代
表
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
一
九
二
三
年
末
に
「
ス
ー
ダ
ン

統
一
同
盟
」
の
分
裂
と
そ
れ
に
伴
う
「
白
旗
同
盟
」
の
原
型
の
形
成
と
い
う
事
態
が
進
行
す
る
過
程
で
、
ウ
バ
イ
ド
・
ハ
ー
ッ
ジ
・
ア
ル
・

ア
ミ
ー
ン
の
ア
リ
ー
に
対
す
る
支
持
が
重
要
な
意
味
を
持
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
過
程
に
お
い
て
さ
え
も
、
運
動

の
性
格
の
変
容
を
引
き
起
こ
し
た
原
動
力
は
ウ
バ
イ
ド
で
は
な
く
ア
リ
ー
（
お
よ
び
―
―
後
述
の
よ
う
に
―
―
そ
の
背
後
に
あ
っ
た
社
会

勢
力
）
だ
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
ア
リ
ー
を
指
導
力
や
決
定
権
の
な
い
「
名
目
的
」
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
片
付
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
先
に

引
用
し
た
会
合
の
席
に
お
け
る
ア
リ
ー
の
言
動
は
、
彼
が
実
際
に
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
を
握
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

同
時
に
、
ア
リ
ー
は
単
に
勇
気
が
あ
っ
た
だ
け
で
は
な
く
、
自
ら
の
政
治
的
目
的
に
つ
い
て
き
わ
め
て
明
確
な
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
有
し
て

い
た
と
思
わ
れ
る
こ
と
も
指
摘
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
ア
リ
ー
は
政
治
的
著
述
家
と
し
て
も
組
織
者
と
し
て
も
有
能
で
あ
っ
た
。
何
と

言
っ
て
も
彼
が
当
時
の
ス
ー
ダ
ン
社
会
を
代
表
す
る
知
識
人
の
ひ
と
り
だ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。「
白
旗
同
盟
」
結
成
直
前

の
時
期
、
ア
リ
ー
は
エ
ジ
プ
ト
の
著
述
家
ア
ブ
ド
・
ア
ッ
・
ラ
フ
マ
ー
ン
・
ア
ッ
・
ラ
ー
フ
ィ
イ
ー 

‘Abd al-R
a ḥm

ān al-R āfi

‘ ī 

の
『
民

族
的
諸
結
社
の
歴
史Ta

’r īkh al-Jam

‘ īy āt al-W
a ṭan īya

』
と
い
っ
た
書
物
を
通
じ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
に
お
け
る
民
族
運
動
お
よ
び
政

治
運
動
全
般
の
経
験
を
学
ん
で
い
た
形
跡
が
あ
る）

74
（

。「
一
九
二
四
年
革
命
」
の
過
程
を
通
じ
て
ア
リ
ー
の
名
前
で
発
表
さ
れ
た
文
書
類
の
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ほ
と
ん
ど
は
、
実
際
に
ア
リ
ー
自
身
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る）

75
（

。
こ
れ
ら
の
大
半
は
電
報
や
短
い
書
簡
に
す
ぎ
な
い
が
、

そ
の
語
法
は
、
ア
リ
ー
が
ス
ー
ダ
ン
に
お
け
る
英
統
治
の
性
格
に
関
し
て
鋭
い
洞
察
を
有
し
て
お
り
、
か
つ
自
分
の
見
解
を
説
得
力
あ
る

形
で
表
現
す
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、「
白
旗
同
盟
」
へ
の
参
加
希
望
者
は
多
く
の
場
合
、
入
会
前
に
ア
リ
ー

に
よ
る
面
接
を
受
け
た
よ
う
で
あ
る）

76
（

。
英
当
局
は
の
ち
に
ア
リ
ー
の
こ
と
を
、「
エ
ジ
プ
ト
人
の
共
謀
者
た
ち
か
ら
」
政
治
的
テ
ク
ニ
ッ

ク
を
習
得
し
た
、「
危
険
で
執
念
ぶ
か
く
、
繊
細
な
煽
動
者
」
と
評
し
て
い
る）

77
（

。
ア
リ
ー
は
一
九
二
四
年
七
月
上
旬
に
逮
捕
・
拘
留
さ
れ

た
の
ち
も
外
界
と
の
一
定
の
接
触
を
保
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
た
と
え
ば
同
八
月
に
ポ
ー
ト
・
ス
ー
ダ
ン
で
革
命
運
動
が
高
揚
を
見
せ
た
際

に
は
、
ハ
ル
ト
ゥ
ー
ム
・
ノ
ー
ス
の
コ
ー
ベ
ル
監
獄
の
獄
中
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
て
い
る）

78
（

。

　

第
二
に
指
摘
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
ア
リ
ー
の
発
揮
し
た
指
導
力
は
彼
の
資
質
や
能
力
だ
け
に
起
因
す
る
も
の
で
は
な
く
、

少
な
く
と
も
あ
る
程
度
ま
で
は
、
オ
ム
ド
ゥ
ル
マ
ー
ン
、
ハ
ル
ト
ゥ
ー
ム
、
ハ
ル
ト
ゥ
ー
ム
・
ノ
ー
ス
等
の
街
頭
に
お
け
る
民
衆
の
支
持

に
依
拠
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
彼
が
特
殊
な
タ
イ
プ
の
「
エ
フ
ェ
ン
デ
ィ
ー
ヤ
」（
官
吏
・
軍
将
校
）

―
―
す
な
わ
ち
南
部
・
ヌ
バ
山
地
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
「
エ
フ
ェ
ン
デ
ィ
ー
ヤ
」
―
―
で
あ
り
、
植
民
地
行
政
の
末
端
を
担
う
と
共
に
、
都

市
下
層
民
と
も
き
わ
め
て
密
接
な
絆
を
持
つ
存
在
だ
っ
た
こ
と
と
関
係
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
は
、
ウ
バ
イ
ド
・
ハ
ー
ッ
ジ
・
ア
ル
・

ア
ミ
ー
ン
に
は
な
い
側
面
で
あ
っ
た
。
ア
リ
ー
は
特
殊
な
タ
イ
プ
の
「
エ
フ
ェ
ン
デ
ィ
ー
ヤ
」
に
属
し
て
い
た
が
ゆ
え
に
二
つ
の
異
な
る

社
会
勢
力
（「
エ
フ
ェ
ン
デ
ィ
ー
ヤ
」
と
都
市
下
層
民
）
を
つ
な
ぐ
存
在
た
り
得
た
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
の
ス
ー
ダ
ン

社
会
に
は
全
く
な
か
っ
た
タ
イ
プ
の
、
独
特
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
形
成
し
て
い
た
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
事
実
は
―
―
先

に
引
用
し
た
会
合
の
席
で
の
発
言
か
ら
窺
え
る
よ
う
に
―
―
ア
リ
ー
自
身
に
よ
っ
て
意
識
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。「
ス
ー
ダ
ン
国
民

の
要
求
」
の
起
草
・
提
出
事
件
の
頃
か
ら
既
に
、
彼
の
た
た
か
い
は
二
つ
の
面
を
持
っ
て
い
た
。
主
要
モ
チ
ー
フ
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
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イ
ギ
リ
ス
植
民
地
支
配
に
対
す
る
た
た
か
い
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
も
う
ひ
と
つ
の
隠
さ
れ
た
モ
チ
ー
フ
も
存
在
し
て
お
り
、
そ
れ
は
、
宗

教
的
・
部
族
的
名
望
家
層
に
対
す
る
た
た
か
い
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
名
士
た
ち
は
「
彼
ら
自
身
し
か
代
表
し
て
い
な
い
」
と
い

う
指
摘
は
既
に
「
ス
ー
ダ
ン
国
民
の
要
求
」
の
中
に
見
ら
れ
た
が
、
一
九
二
四
年
段
階
に
な
る
と
こ
の
認
識
は
、
さ
ら
に
率
直
に
表
現
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。「
我
々
も
ま
た
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
意
見
を
持
っ
て
い
る
」、
あ
る
い
は
「
み
ん
な
の
中
で
一
番
高
貴
な
わ
け
で

は
な
い
が
、
私
が
同
盟
長
に
な
る
と
い
う
の
は
ど
う
だ
ろ
う
」
と
い
っ
た
ア
リ
ー
の
こ
と
ば
に
は
、「
エ
フ
ェ
ン
デ
ィ
ー
ヤ
」
一
般
と
し

て
の
静
か
な
誇
り
と
同
時
に
、
下
層
民
衆
の
支
持
を
得
て
い
る
「
脱
部
族
化
し
た
黒
人
」
出
身
「
エ
フ
ェ
ン
デ
ィ
ー
ヤ
」
と
し
て
の
挑
戦

的
感
情
が
感
じ
と
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
挑
戦
の
意
味
・
重
要
性
は
、
ア
リ
ー
の
敵
対
者
た
ち
の
側
に
よ
っ
て
も
す
ば
や
く
察
知
さ
れ
た
。

六
月
二
三
日
の
デ
モ
（
こ
れ
は
「
白
旗
同
盟
」
に
よ
っ
て
公
式
に
組
織
さ
れ
た
最
初
の
デ
モ
で
あ
っ
た
）
の
直
後
、『
ス
ー
ダ
ン
文
明
』

紙
に
あ
る
投
書
が
載
っ
た
が
、
こ
の
投
書
の
者
は
以
下
の
よ
う
な
表
現
で
、「
街
の
下
層
民
ど
も
」（
文
字
通
り
に
は
「
街
路
の
子
ら

aw
l ād al-shaw

āri

‘」）
を
激
し
く
攻
撃
し
て
い
た
。

　
　

 「
社
会
に
お
い
て
何
の
地
位
も
占
め
て
い
な
い
、
最
も
つ
ま
ら
ぬ
者
た
ち
、
最
も
卑
し
い
者
た
ち
が
国
民
の
意
見
を
代
弁
し
て
い
る

ふ
り
を
し
た
こ
と
で
、
こ
の
国
は
辱
め
ら
れ
た
。」

　
　

 「
人
民
は
部
族
（
カ
ビ
ー
ラ qab īla, 

バ
ト
ン ba ṭn, 
ア
シ
ー
ラ 

‘ash īra

）
に
分
か
た
れ
て
お
り
、
そ
の
そ
れ
ぞ
れ
に
長
（
ラ
イ
ー
ス 

ra

’īs, 

ザ
イ
ー
ム za 

‘īm, 

シ
ャ
イ
フ shaykh

）が
い
る
。国
政
に
つ
い
て
語
る
権
利
を
持
っ
て
い
る
の
は
、こ
の
人
々
な
の
で
あ
る
。」

　
　

 「
最
近
有
名
に
な
っ
た
ア
リ
ー
・
ア
ブ
ド
・
ア
ッ
・
ラ
テ
ィ
ー
フ
と
や
ら
は
、
い
っ
た
い
ど
の
部
族
に
属
し
て
い
る
の
だ）

79
（

？
」

こ
の
投
書
か
ら
は
、
ア
リ
ー
に
敵
対
者
す
る
人
々
（
宗
教
的
・
部
族
的
名
望
家
層
、
お
よ
び
お
そ
ら
く
は
、
こ
れ
ら
の
名
望
家
層
の
指
導

を
受
け
入
れ
る
用
意
が
あ
っ
た
一
部
の
商
人
・「
エ
フ
ェ
ン
デ
ィ
ー
ヤ
」
層
）
の
怒
り
が
生
々
し
く
伝
わ
っ
て
く
る）

80
（

。
明
ら
か
に
、
ア
リ
ー
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の
敵
対
者
た
ち
は
、
争
わ
れ
て
い
る
の
は
単
な
る
一
結
社
の
長
の
地
位
で
は
な
く
、
国
民
全
体
に
対
す
る
指
導
権
の
問
題
な
の
だ
と
い
う

こ
と
を
良
く
理
解
し
て
い
た
。
実
際
、
ア
リ
ー
は
今
や
、「
ス
ー
ダ
ン
国
民
」
全
体
の
指
導
者
（
ザ
イ
ー
ム za 

‘īm

）
の
地
位
に
近
づ
き

つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

ア
リ
ー
に
関
し
て
エ
ジ
プ
ト
で
一
九
五
〇
年
に
出
版
さ
れ
た
評
伝
に
『
ザ
イ
ー
ム
（
指
導
者
）
ア
リ
ー
・
ア
ブ
ド
・
ア
ッ
・
ラ
テ
ィ
ー

フ
』（al-Za

‘īm 
‘Al ī 
‘Abd al-La ṭīf 

） 

と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
も
の
が
あ
る）

81
（

が
、
こ
の
「
ザ
イ
ー
ム
」
と
い
う
概
念
が
、
近
代
エ
ジ
プ
ト
政

治
史
の
文
脈
で
は
特
別
な
重
み
を
持
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
に
注
意
し
て
お
い
て
も
良
い
だ
ろ
う
。
一
九
一
九
年
革
命
以
後
の
エ
ジ
プ
ト
政

治
に
お
い
て「
ザ
イ
ー
ム
」と
言
え
ば
、そ
れ
は
何
を
お
い
て
も
ワ
フ
ド
の
リ
ー
ダ
ー（
サ
ア
ド
・
ザ
グ
ル
ー
ル
、つ
い
で
ム
ス
タ
フ
ァ
ー
・

ナ
ッ
ハ
ー
ス
）
の
こ
と
を
指
す
が
、
こ
の
場
合
の
「
ワ
フ
ド
」
は
単
な
る
一
政
党
で
は
な
く
、
文
字
通
り
「
代
表
団w

afd

」、
す
な
わ
ち

エ
ジ
プ
ト
国
民
全
体
の
代
表
で
あ
る
。
そ
の
「
ワ
フ
ド
」
の
リ
ー
ダ
ー
た
る
「
ザ
イ
ー
ム
」
も
、
当
然
、
単
な
る
一
政
党
の
長
で
は
な
く
、

全
国
民
の
指
導
者
で
あ
る
。「
ザ
イ
ー
ム
」
は
、
国
民
の
代
表
、
国
民
統
合
の
象
徴
で
あ
り
、
大
衆
の
意
思
を
誰
よ
り
も
良
く
察
知
・
体

現
し
、
運
動
を
常
に
正
し
い
方
向
に
導
い
て
い
く
者
、
大
衆
の
支
持
に
裏
付
け
ら
れ
て
い
る
が
ゆ
え
に
ほ
と
ん
ど
無
誤
謬
の
存
在
と
し
て

イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る）

82
（

。
こ
の
評
伝
の
著
者
が
タ
イ
ト
ル
に
ア
リ
ー
を
「
ザ
イ
ー
ム
（
指
導
者
）」
と
形
容
す
る
こ
と
で
、

こ
の
よ
う
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
喚
起
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
は
興
味
深
い
。
だ
が
、
そ
れ
以
上
に
興
味
深
い
の
は
、「
一
九
二
四
年
革
命
」

の
実
際
の
展
開
過
程
自
体
に
お
い
て
、
ア
リ
ー
・
ア
ブ
ド
・
ア
ッ
・
ラ
テ
ィ
ー
フ
と
サ
ア
ド
・
ザ
グ
ル
ー
ル
の
イ
メ
ー
ジ
が
重
ね
合
わ
さ

れ
る
局
面
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

一
九
二
四
年
に
行
な
わ
れ
た
デ
モ
に
お
い
て
最
も
一
般
的
に
用
い
ら
れ
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、「
エ
ジ
プ
ト
と
ス
ー
ダ
ン
の
王
フ
ア
ー
ド

万
歳
！
」「
サ
ア
ド
・
ザ
グ
ル
ー
ル
万
歳
！
」
と
い
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
こ
れ
ら
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
並
ん
で
、「
ア
リ
ー
・
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ア
ブ
ド
・
ア
ッ
・
ラ
テ
ィ
ー
フ
万
歳
！
自
由
ス
ー
ダ
ン
万
歳
！
」「
ア
リ
ー
・
ア
ブ
ド
・
ア
ッ
・
ラ
テ
ィ
ー
フ
万
歳
！
サ
ア
ド
・
パ
シ
ャ
・

ザ
グ
ル
ー
ル
万
歳
！
」
と
い
っ
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
も
、
特
に
ハ
ル
ト
ゥ
ー
ム
と
オ
ム
ド
ゥ
ル
マ
ー
ン
で
行
な
わ
れ
た
デ
モ
の
際
に
は
叫
ば
れ

た）
83
（

。

　

ま
た
、
八
月
九
日
に
起
き
た
陸
軍
士
官
学
校
学
生
に
よ
る
武
装
デ
モ
の
際
に
は
、
明
ら
か
に
ア
リ
ー
に
焦
点
を
合
わ
せ
る
形
で
運
動
を

展
開
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
観
察
さ
れ
、
デ
モ
隊
は
ま
ず
ア
リ
ー
の
自
宅
に
立
ち
寄
っ
て
妻
ア
ー
ッ
ザ
に
挨
拶
を
送
り
、
つ
い
で
ハ
ル

ト
ゥ
ー
ム
・
ノ
ー
ス
の
コ
ー
ベ
ル
監
獄
に
赴
い
て
ア
リ
ー
と
の
面
会
を
要
求
し
た）

84
（

。こ
の
場
合
、ア
リ
ー
の
自
宅
は
ザ
グ
ル
ー
ル
の
家（
＝

「
国
民
の
家bayt al-um

m
a

」
に
、
ア
ー
ッ
ザ
は
、
ザ
グ
ル
ー
ル
の
妻
（
＝「
エ
ジ
プ
ト
国
民
の
母um

m
 al-M

i ṣriy īn

」）
に
な
ぞ
ら
え
ら

れ
て
い
た）

85
（

。
既
に
見
た
よ
う
に
、
エ
ジ
プ
ト
の
一
九
一
九
年
革
命
か
ら
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
得
る
形
で
運
動
を
展
開
し
よ
う
と
す
る

傾
向
は
、
第
一
次
大
戦
後
の
ス
ー
ダ
ン
に
お
け
る
反
帝
国
主
義
闘
争
の
中
に
常
に
存
在
し
た
が
、
こ
の
傾
向
は
こ
こ
に
至
っ
て
頂
点
に
達

し
た
と
言
え
る
。

　

さ
ら
に
重
要
な
の
は
、
ア
リ
ー
を
「
ザ
イ
ー
ム
」
と
見
な
し
、
そ
の
名
を
サ
ア
ド
・
ザ
グ
ル
ー
ル
の
名
と
並
ん
で
連
呼
す
る
と
い
う
行

動
様
式
は
、（
白
旗
同
盟
に
よ
っ
て
公
式
に
組
織
さ
れ
た
）
六
月
二
三
日
の
デ
モ
、
あ
る
い
は
（
エ
ジ
プ
ト
軍
と
何
ら
か
の
形
で
連
携
し

て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
）
陸
軍
士
官
学
校
生
の
デ
モ
に
お
い
て
だ
け
で
は
な
く
、
オ
ム
ド
ゥ
ル
マ
ー
ン
や
ハ
ル
ト
ゥ
ー
ム
で
自
然
発

生
的
に
起
き
た
民
衆
の
デ
モ
に
お
い
て
も
見
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
六
月
二
三
日
以
降
（
こ
れ
は
す
な
わ
ち
英
当
局
に
よ
っ
て
デ

モ
禁
止
命
令
が
出
さ
れ
、
白
旗
同
盟
が
デ
モ
を
組
織
す
る
の
を
や
め
る
こ
と
を
決
定
し
た
後
に
な
る
が
）
に
、「
大
工
や
仕
立
屋
」
と
い
っ

た
人
々
、
特
に
「
若
者
た
ち
」
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
た
デ
モ
の
過
程
で
は
、
ア
リ
ー
・
ア
ブ
ド
・
ア
ッ
・
ラ
テ
ィ
ー
フ
の
名
が
絶
え
間
な

く
連
呼
さ
れ
た）

86
（

。
こ
れ
は
、
白
旗
同
盟
の
指
導
部
が
全
体
と
し
て
は
「
合
法
的
・
平
和
的
」
な
闘
争
と
い
う
原
則
（
そ
れ
は
イ
ギ
リ
ス
と
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の
間
で
進
行
中
の
交
渉
に
お
い
て
エ
ジ
プ
ト
政
府
の
立
場
を
不
利
に
し
な
い
た
め
に
案
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
）
に
縛
ら
れ
、
次
第
に

大
衆
か
ら
遊
離
し
つ
つ
あ
る
状
況
下
で
も
、
ア
リ
ー
だ
け
は
街
頭
の
民
衆
と
の
絆
を
維
持
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
意
味
で

彼
は
真
の
「
ザ
イ
ー
ム
」
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
ま
た
ま
さ
に
そ
れ
ゆ
え
に
、
ス
ー
ダ
ン
政
庁
は
ア
リ
ー
を
よ
り
厳
し
い
監
視
下
に
置
く
た

め
、
そ
の
身
柄
を
コ
ー
ベ
ル
監
獄
か
ら
英
軍
司
令
部
へ
と
移
す
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た）

87
（

。

　

ア
リ
ー
は
女
性
に
対
し
て
正
面
か
ら
政
治
を
語
る
こ
と
は
な
か
っ
た
た
め
、
ア
ー
ッ
ザ
は
こ
の
時
ま
で
、
夫
の
政
治
的
活
動
の
内
容
に

関
知
し
て
は
い
な
か
っ
た
。（
南
部
勤
務
時
代
以
来
、
自
宅
で
何
ら
か
の
「
会
合
」
が
開
か
れ
て
い
る
こ
と
は
む
ろ
ん
知
っ
て
は
い
た
が
）。

ま
た
、
自
ら
運
動
に
加
わ
ろ
う
と
考
え
た
こ
と
も
全
く
な
か
っ
た
と
い
う）

88
（

。
し
か
し
な
が
ら
「
一
九
二
四
年
革
命
」
の
展
開
過
程
で
、
彼

女
の
心
理
状
態
も
明
ら
か
に
変
わ
っ
て
い
く
。
あ
る
時
ア
ー
ッ
ザ
は
道
で
デ
モ
隊
に
出
く
わ
し
、
何
事
か
と
訊
い
て
み
た
と
こ
ろ
、
人
々

か
ら
返
っ
て
き
た
答
え
は
「
こ
れ
が
何
だ
か
知
ら
な
い
の
か
？
君
の
家
か
ら
起
き
た
革
命
だ
よ
！
」
と
い
う
も
の
だ
っ
た）

89
（

。
彼
女
は
ま
た
、

デ
モ
の
中
で
夫
の
名
が
連
呼
さ
れ
る
の
を
耳
に
し
て
も
い
た
。
あ
る
日
、
家
の
前
を
デ
モ
隊
が
通
り
か
か
る
と
、
彼
女
の
母
フ
ァ
ー
テ
ィ

マ
は
こ
れ
に
対
し
「
ザ
ガ
ー
リ
ー
ド zagh ār īd
」（
＝
女
性
が
祝
福
の
た
め
に
喉
を
鳴
ら
し
て
上
げ
る
独
特
の
歓
声
）
を
送
っ
た
。
ア
ー
ッ

ザ
が
驚
き
、「
こ
の
人
た
ち
は
監
獄
行
き
よ
。
ど
う
し
て
ザ
ガ
ー
リ
ー
ド
な
ん
か
す
る
の
？
」
と
言
う
と
、
母
親
は
落
ち
着
き
払
っ
て
、「
勇

気
づ
け
て
や
る
の
さ
」
と
答
え
た
。
こ
れ
を
聞
い
た
時
、
ア
ー
ッ
ザ
は
急
に
「
自
分
は
ひ
と
り
で
は
な
い
」
と
感
じ
、「
身
体
が
大
き
く
な
っ

た
よ
う
な
、
何
と
も
い
え
な
い
感
覚
」
を
味
わ
っ
た
。
そ
の
ま
ま
彼
女
は
家
の
外
に
出
て
デ
モ
に
加
わ
り
、
結
果
と
し
て
、
こ
の
種
の
近

代
的
政
治
行
動
に
参
加
す
る
最
初
の
ス
ー
ダ
ン
人
女
性
の
ひ
と
り
と
な
っ
た）

90
（

。（
こ
れ
は
印
象
的
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
が
、
同
時
に
興

味
深
い
の
は
、
ア
ー
ッ
ザ
と
そ
の
母
フ
ァ
ー
テ
ィ
マ
の
態
度
の
違
い
か
も
し
れ
な
い
。
将
校
と
い
う
特
権
的
エ
リ
ー
ト
階
級
に
属
し
て
い

た
こ
と
が
あ
る
男
の
妻
で
あ
る
ア
ー
ッ
ザ
が
当
然
の
こ
と
な
が
ら
―
―
少
な
く
と
も
当
初
は
―
―
政
治
活
動
へ
の
参
加
を
た
め
ら
い
、
慎
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重
だ
っ
た
の
に
対
し
、
マ
フ
デ
ィ
ー
運
動
以
来
の
激
動
期
を
生
き
抜
い
て
き
た
ス
ー
ダ
ン
人
女
性
で
あ
る
母
親
は
、
恐
れ
を
知
ら
な
い
態

度
を
示
し
て
い
る
。
フ
ァ
ー
テ
ィ
マ
は
の
ち
に
英
当
局
が
家
宅
捜
査
に
来
た
際
に
も
、
こ
れ
に
抵
抗
し
て
イ
ギ
リ
ス
人
官
吏
を
殴
打
す
る

と
い
う
武
勇
談
を
残
し
て
い
る）

91
（

。）

　

ア
ー
ッ
ザ
は
デ
モ
に
参
加
す
る
だ
け
で
は
な
く
、夫
の
秘
密
書
類
の
保
存
・
処
分
と
い
う
重
要
な
作
業
に
も（
ウ
バ
イ
ド
・
ハ
ー
ッ
ジ
・

ア
ル
・
ア
ミ
ー
ン
と
連
絡
を
と
り
つ
つ
）
関
与
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
自
宅
は
何
度
と
な
く
家
宅
捜
査
の
対
象
と
な
り
、
英
当
局
は
こ
の

反
逆
者
の
家
族
へ
の
制
裁
と
し
て
水
や
照
明
を
断
つ
と
い
う
処
置
を
と
る
に
至
っ
た）

92
（

。

八　
「
発
狂
」
の
噂

　

ア
リ
ー
・
ア
ブ
ド
・
ア
ッ
・
ラ
テ
ィ
ー
フ
が
逮
捕
さ
れ
た
の
は
一
九
二
四
年
七
月
四
日
、
同
志
の
一
人
を
訪
ね
る
途
上
の
、
路
面
電
車

の
駅
頭
に
お
い
て
の
こ
と
で
あ
っ
た）

93
（

。
一
週
間
後
、
デ
モ
煽
動
の
罪
状
で
、
三
年
間
の
懲
役
と
い
う
判
決
が
下
っ
た
。
つ
い
で
「
一
九
二

四
年
革
命
」
の
敗
北
後
、
一
九
二
五
年
四
月
に
ア
リ
ー
は
再
度
裁
判
に
か
け
ら
れ
、
煽
動
的
文
書
所
持
の
罪
状
で
七
年
間
の
懲
役
判
決
を

受
け
た
の
で
、
服
役
期
間
は
計
一
〇
年
と
な
っ
た）

94
（

。
だ
が
、
一
九
三
四
年
の
春
が
来
た
時
、
ア
リ
ー
は
釈
放
さ
れ
な
か
っ
た
。
な
ぜ
こ
の

よ
う
な
こ
と
が
起
き
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

流
布
し
て
い
る
説
明
は
、
ア
リ
ー
は
（
一
九
二
七
年
に
移
送
さ
れ
た
）
バ
フ
ル
・
ア
ル
・
ガ
ザ
ー
ル
州
の
ワ
ウ
の
監
獄
で
服
役
中
に
精

神
に
変
調
を
き
た
し
た
た
め
、
刑
期
の
終
了
後
も
出
所
で
き
な
か
っ
た
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
は
実
際
の
経
緯

と
は
異
な
っ
て
い
る
。
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ワ
ウ
の
監
獄
で
服
役
中
に
、
ア
リ
ー
が
英
当
局
の
目
に
「
エ
キ
セ
ン
ト
リ
ッ
ク
」
も
し
く
は
「
正
常
で
は
な
い
」
と
映
る
こ
と
が
あ
っ

た
こ
と
は
事
実
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
刑
期
満
了
が
近
づ
く
と
、
当
局
は
ク
ル
ッ
ク
シ
ャ
ン
クC

ruickshank 

と
い
う
医
師
に

ア
リ
ー
の
診
察
を
命
じ
た
。
結
果
は
、
し
か
し
な
が
ら
、
当
局
を
失
望
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
医
者
は
、「
狂
気
の
兆
候
は
見
当
た
ら

な
い
」
と
報
告
し
た）

95
（

。
そ
れ
ゆ
え
ア
リ
ー
は
―
―
英
当
局
の
目
に
は
「
正
常
で
な
い
こ
と
は
疑
い
な
い
」
と
映
っ
て
い
た
に
せ
よ
―
―
正

気
だ
っ
た
の
で
あ
る
。（
お
そ
ら
く
当
時
の
世
界
に
あ
っ
て
イ
ギ
リ
ス
帝
国
主
義
を
打
ち
負
か
す
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
よ
う
な
者
は
、

英
当
局
に
し
て
み
れ
ば
「
正
常
」
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
。）

　

ア
リ
ー
が
正
気
で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
た
め
に
、
英
当
局
は
深
刻
な
問
題
に
直
面
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
法
的
に
は
、
ア
リ
ー
は

釈
放
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
だ
が
、
彼
を
ど
こ
に
住
ま
わ
せ
る
の
か
？ 

当
時
の
ス
ー
ダ
ン
で
と
ら
れ
て
い
た
公
式
の
政
策
（
そ
れ

は
ま
さ
に
「
一
九
二
四
年
革
命
」
後
に
英
当
局
に
よ
っ
て
強
力
に
推
進
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
「
原
住
民
自
治native adm

inistration

」

政
策
で
あ
っ
た
）
に
従
え
ば
、
人
は
み
な
自
ら
の
「
部
族
的
故
地tribal hom

e

」
に
属
す
る
も
の
と
さ
れ
た
。
し
か
し
、「
脱
部
族
化
」

し
た
分
子
の
典
型
と
も
い
え
る
ア
リ
ー
・
ア
ブ
ド
・
ア
ッ
・
ラ
テ
ィ
ー
フ
の
場
合
に
は
、
こ
の
原
則
は
う
ま
く
機
能
し
な
か
っ
た
。
当
局

は
、
ア
リ
ー
は
主
と
し
て
ハ
ル
ト
ゥ
ー
ム
で
育
ち
、
家
族
も
そ
こ
に
い
る
こ
と
、「
そ
れ
ゆ
え
、
ア
リ
ー
・
ア
ブ
ド
・
ア
ッ
・
ラ
テ
ィ
ー

フ
の
「
故
地
」
は
ハ
ル
ト
ゥ
ー
ム
だ
と
も
言
え
る
」
こ
と
を
知
っ
て
い
た
。
だ
が
、
彼
が
ハ
ル
ト
ゥ
ー
ム
に
住
む
こ
と
を
許
す
わ
け
に
は

い
か
な
か
っ
た
。
こ
の
男
は
「
危
険
で
執
念
ぶ
か
く
、
繊
細
な
煽
動
者
」
で
あ
り
、
彼
が
選
り
に
選
っ
て
首
都
ハ
ル
ト
ゥ
ー
ム
で
暮
ら
す

こ
と
に
な
れ
ば
、「
大
変
な
害
」
を
な
す
こ
と
が
予
想
さ
れ
た）

96
（

。
つ
い
で
英
当
局
は
、
ほ
ん
の
一
時
で
は
あ
る
が
、
ア
リ
ー
を
ヌ
バ
山
地

に
住
ま
わ
せ
る
可
能
性
を
検
討
し
た
。
興
味
深
い
こ
と
に
、
ヌ
バ
山
地
の
ジ
ャ
バ
ル
・
リ
マJabal Lim

a

で
暮
ら
し
た
い
、
と
い
う
の

は
ア
リ
ー
自
身
が
表
明
し
た
希
望
で
あ
り
、
ア
リ
ー
は
そ
こ
に
家
作
を
持
っ
て
い
る
と
話
し
て
い
た
。
こ
の
案
は
一
見
、
良
い
ア
イ
デ
ア
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で
あ
っ
た
。
英
当
局
に
よ
れ
ば
、
ア
リ
ー
は
「
い
か
に
脱
部
族
化
し
て
い
る
と
は
い
え
、
…
ヌ
バ
山
地
の
出
身
」
で
あ
り
、
そ
の
ヌ
バ
山

地
へ
の
「
帰
還
」
は
「
原
住
民
自
治
」
の
原
則
と
合
致
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
た）

97
（

。
し
か
し
、（
ヌ
バ
山
地
の
治
安
状
況
に
責
任
を
負
う

立
場
に
あ
っ
た
）
コ
ル
ド
フ
ァ
ー
ン
州
の
知
事
は
、
こ
の
案
に
猛
反
対
し
た
。
彼
は
政
務
官
事
務
所
に
対
し
、
ヌ
バ
山
地
西
部
地
域 

W
estern Jebels 

の
地
区
行
政
官
か
ら
の
報
告
書
を
転
送
し
た
が
、
こ
の
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
リ
マ
は
ミ
リM

iri

の
部
分
を
成
す
住
民

集
団
で
あ
り
、
そ
の
ミ
リ
は
と
言
え
ば
、
ヌ
バ
山
地
の
中
で
も
最
も
政
治
的
な
意
識
の
強
い
人
々
で
あ
っ
た
。
地
区
行
政
官
の
指
摘
に
よ

れ
ば
、
ジ
ャ
バ
ル
・
リ
マ
は
ア
リ
ー
・
ア
ブ
ド
・
ア
ッ
・
ラ
テ
ィ
ー
フ
に
と
っ
て
、「
反
政
府
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
開
始
す
る
た
め
に
絶
好

の
場
所
」
と
な
っ
て
し
ま
う
危
険
性
が
あ
っ
た）

98
（

。
結
果
的
に
、
ア
リ
ー
を
釈
放
す
る
と
い
う
案
は
完
全
に
放
棄
さ
れ
た
。

　

ワ
ウ
の
監
獄
で
服
役
し
て
い
た
時
期
の
ア
リ
ー
を
め
ぐ
っ
て
は
、
彼
は
同
房
の
囚
人
に
よ
っ
て
バ
ケ
ツ
で
頭
部
を
強
打
さ
れ
た
た
め
に

実
際
に
精
神
に
変
調
を
き
た
し
た
の
だ
、
と
い
う
噂
も
存
在
す
る）

99
（

。

　

長
い
年
月
を
経
た
現
在
で
は
、
こ
の
事
件
が
ど
の
よ
う
な
状
況
で
生
じ
た
の
か
を
確
か
め
る
こ
と
は
難
し
い
。
ア
リ
ー
を
殴
っ
た
の
は
、

ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
ブ
ド
・
ア
ル
・
バ
ヒ
ー
ト M

u ḥam
m

ad 

‘Abd al-B
akh īt

と
い
う
（
や
は
り
「
一
九
二
四
年
革
命
」
に
参
加
し
た
）

南
部
出
身
の
将
校
だ
っ
た
。
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
ブ
ド
・
ア
ル
・
バ
ヒ
ー
ト
自
身
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
単
な
る
事
故
で
あ
っ
た
。
彼
が
房
内

で
髭
を
剃
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
背
後
か
ら
近
づ
い
て
く
る
ア
リ
ー
・
ア
ブ
ド
・
ア
ッ
・
ラ
テ
ィ
ー
フ
の
姿
が
鏡
に
映
っ
た
。
危
険
を
感
じ

た
た
め
、
と
っ
さ
に
バ
ケ
ツ
を
掴
ん
で
ア
リ
ー
を
殴
っ
た
の
だ
と
い
う）

100
（

。
こ
の
人
物
が
、
な
ぜ
ア
リ
ー
が
自
分
に
危
害
を
加
え
よ
う
と
し

て
い
る
と
感
じ
た
の
か
は
分
か
ら
な
い
。
た
だ
、
狭
い
房
内
で
の
拘
禁
生
活
の
中
で
、
た
と
え
同
志
の
間
で
あ
っ
て
も
不
快
感
と
緊
張
が

高
ま
る
場
合
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

　

他
方
、
エ
ジ
プ
ト
の
歴
史
家
は
、
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
ブ
ド
・
ア
ル
・
バ
ヒ
ー
ト
は
英
当
局
に
雇
わ
れ
て
獄
中
で
ア
リ
ー
を
襲
撃
し
た
の
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だ
と
い
う
見
方
を
と
っ
て
い
る）

101
（

。
こ
れ
が
事
実
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
。
や
は
り
ワ
ウ
監
獄
に
移
送
さ
れ
た
ウ
バ
イ
ド
・
ハ
ー
ッ
ジ
・

ア
ル
・
ア
ミ
ー
ン
が
一
九
三
二
年
に
死
亡
し
た
際
に
も
、
ウ
バ
イ
ド
は
表
面
上
は
熱
病
で
病
死
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
実
は
毒
殺

さ
れ
た
の
だ
、
と
い
う
噂
が
流
れ
た）

102
（

。
も
し
ウ
バ
イ
ド
が
本
当
に
暗
殺
さ
れ
た
の
だ
と
す
れ
ば
、
理
論
的
に
は
、
ア
リ
ー
に
対
し
て
も
獄

中
で
の
暗
殺
が
試
み
ら
れ
て
も
お
か
し
く
は
な
い
。
ま
た
、
次
の
よ
う
な
可
能
性
も
あ
る
。
も
し
当
時
ワ
ウ
監
獄
で
英
当
局
が
反
体
制
派

を
物
理
的
に
抹
殺
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
い
う
噂
が
流
れ
て
お
り
、
か
つ
（
ア
リ
ー
の
終
生
の
友
で
あ
っ
た
）
ウ
バ
イ
ド
も
こ
の
陰
謀
の

犠
牲
者
だ
っ
た
の
だ
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
ブ
ド
・
ア
ル
・
バ
ヒ
ー
ト
に
よ
る
殴
打
事
件
が
生
じ
た
時
、
ア

リ
ー
が
（
あ
る
い
は
当
時
ワ
ウ
監
獄
の
獄
中
に
あ
っ
た
人
々
全
体
が
）
こ
れ
も
ま
た
イ
ギ
リ
ス
の
陰
謀
の
一
部
だ
と
信
じ
た
と
し
て
も
お

か
し
く
は
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
重
要
な
の
は
、
こ
の
事
件
の
あ
と
で
さ
え
、
ア
リ
ー
の
精
神
状
態
に
目
立
っ
た
変
化
が
生
じ
た
形
跡

は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
一
九
三
四
年
春
の
段
階
で
は
、
ア
リ
ー
は
英
当
局
の
依
頼
で
診
断
に
あ
た
っ
た
医
師
の
目
か

ら
見
て
も
「
正
気
」
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
英
当
局
は
、
こ
れ
ま
で
検
証
し
て
き
た
よ
う
な
純
然
た
る
政
治
的
理
由
で
、

彼
を
不
当
に
拘
留
し
続
け
た
。
一
九
三
四
年
に
ア
リ
ー
は
ワ
ウ
か
ら
ハ
ル
ト
ゥ
ー
ム
・
ノ
ー
ス
の
コ
ー
ベ
ル
監
獄
へ
と
移
送
さ
れ
、
首
都

圏
に
戻
っ
て
き
た
が
、
家
族
は
そ
の
後
三
年
間
面
会
を
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
間
に
英
当
局
の
側
は
、
ア
リ
ー
の
精
神
状
態
は
「
公
衆

に
と
っ
て
危
険
」
で
あ
る
た
め
釈
放
は
不
可
能
だ
、
と
い
う
公
式
見
解
の
流
布
に
努
め
て
い
た）

103
（

。

　

一
九
三
七
年
、ア
リ
ー
の「
い
と
こ
」フ
サ
イ
ン
・
リ
ー
ハ
ー
ン
の
息
子
ム
ハ
ン
マ
ド
は
、ア
リ
ー
の
次
女
の
ス
ィ
ッ
ト
ナ
ー（「
ス
ジ
ュ
ー

ン
」）
と
婚
約
し
、
結
婚
の
許
可
を
得
る
た
め
に
コ
ー
ベ
ル
監
獄
の
ア
リ
ー
を
訪
ね
た
。
こ
の
時
は
面
会
が
許
さ
れ
た
。
ア
リ
ー
は
完
全

に
正
常
に
見
え
た）

104
（

。

　

翌
一
九
三
八
年
、
ア
リ
ー
は
突
然
エ
ジ
プ
ト
に
移
送
さ
れ
た
。
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九　

エ
ジ
プ
ト
で
の
死

　

ム
ス
タ
フ
ァ
ー
・
ナ
ッ
ハ
ー
ス
首
相 M

u ṣṭaf ā al-N
a ḥḥās

（
ワ
フ
ド
党
）
率
い
る
エ
ジ
プ
ト
政
府
は
前
年
以
来
、
英
当
局
に
ア
リ
ー

の
釈
放
を
要
求
し
て
お
り
、
ア
リ
ー
の
移
送
は
実
は
こ
の
要
求
の
結
果
で
あ
っ
た）

105
（

。
一
九
三
六
年
に
イ
ギ
リ
ス
と
ワ
フ
ド
党
の
間
で
結
ば

れ
た
「
英
・
エ
ジ
プ
ト
共
同
防
衛
条
約
」
自
体
に
表
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ナ
ッ
ハ
ー
ス
内
閣
の
政
策
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
対
し
、
迫
り
来

る
大
戦
で
の
軍
事
協
力
を
約
束
す
る
見
返
り
に
、
エ
ジ
プ
ト
が
一
九
二
四
年
に
ス
ー
ダ
ン
で
失
っ
た
も
の
を
回
復
す
る
こ
と
を
め
ざ
す
も

の
で
あ
り
、ア
リ
ー
の
釈
放
は
こ
の
政
策
の
成
果
の
ひ
と
つ
だ
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。ナ
ッ
ハ
ー
ス
は
一
九
三
七
年
六
月
に
ア
リ
ー

の
釈
放
を
め
ぐ
る
英
当
局
と
の
交
渉
を
開
始
し
、
一
一
月
に
は
こ
の
問
題
の
解
決
に
あ
た
ら
せ
る
た
め
、
エ
ジ
プ
ト
人
将
校
一
名
を
ス
ー

ダ
ン
に
派
遣
し
て
い
る
。

　

だ
が
、
依
然
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
へ
の
従
属
下
に
あ
っ
た
当
時
の
エ
ジ
プ
ト
政
府
に
は
、
ア
リ
ー
の
ス
ー
ダ
ン
国
内
で
の
釈
放
を
か
ち
と

る
力
は
な
か
っ
た
。
ス
ー
ダ
ン
国
内
で
の
釈
放
は
政
治
的
騒
擾
の
再
燃
に
つ
な
が
る
危
険
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
た
め
、
英
当
局
は
ア

リ
ー
を
秘
密
裏
に
国
外
に
送
り
出
す
こ
と
の
方
を
望
ん
だ
の
で
あ
る
。
ア
リ
ー
の
釈
放
と
エ
ジ
プ
ト
へ
の
移
送
は
、
あ
る
意
味
で
は
、
英

当
局
に
と
っ
て
、（
既
に
見
た
よ
う
に
ス
ー
ダ
ン
国
内
で
は
釈
放
不
可
能
な
）
こ
の
男
を
よ
う
や
く
厄
介
払
い
す
る
こ
と
が
で
き
る
チ
ャ

ン
ス
で
あ
り
、
好
都
合
だ
っ
た
の
だ
と
も
言
え
る
。

　

だ
が
仮
に
ア
リ
ー
が
エ
ジ
プ
ト
で
完
全
な
行
動
の
自
由
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
な
こ
と
に
な
れ
ば
、
こ
れ
ま
た
イ
ギ
リ
ス
の
利
益
を
大
き

く
損
な
う
危
険
性
が
あ
っ
た
か
ら
、
イ
ギ
リ
ス
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
こ
れ
に
も
反
対
し
た
。
そ
し
て
エ
ジ
プ
ト
政
府
は
、
こ
れ
に
関
し
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て
も
イ
ギ
リ
ス
に
抵
抗
す
る
力
は
な
か
っ
た
。（
ナ
ッ
ハ
ー
ス
率
い
る
ワ
フ
ド
党
内
閣
は
一
九
三
七
年
一
二
月
に
倒
れ
、
ア
リ
ー
の
移
送

当
時
エ
ジ
プ
ト
の
政
権
の
座
に
あ
っ
た
の
は
立
憲
自
由
党
の
保
守
内
閣
で
あ
っ
た
か
ら
、
な
お
さ
ら
で
あ
っ
た
。）
エ
ジ
プ
ト
政
府
は
ア

リ
ー
を
釈
放
さ
せ
は
し
た
も
の
の
、
彼
を
自
由
に
行
動
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
折
衷
案
と
し
て
見
出
さ
れ
た
の
が
、
ア
リ
ー
を

精
神
病
院
に
入
院
さ
せ
る
と
い
う
解
決
法
で
あ
っ
た）

106
（

。 

　

ア
リ
ー
・
ア
ブ
ド
・
ア
ッ
・
ラ
テ
ィ
ー
フ
は
一
九
三
八
年
五
月
、
ス
ー
ダ
ン
か
ら
エ
ジ
プ
ト
に
移
送
さ
れ
た
。
英
当
局
は
ス
ー
ダ
ン
で

も
エ
ジ
プ
ト
で
も
「
彼
の
移
送
に
伴
っ
て
い
か
な
る
デ
モ
も
起
き
な
い
よ
う
に
す
る
」
こ
と
に
神
経
を
尖
ら
せ
て
い
た
た
め
、
移
送
は
完

全
な
秘
密
裏
に
、
家
族
に
さ
え
知
ら
せ
る
こ
と
な
し
に
行
な
わ
れ
た）

107
（

。
ア
リ
ー
を
乗
せ
た
列
車
は
ハ
ル
ト
ゥ
ー
ム
で
も
ハ
ル
ト
ゥ
ー
ム
・

ノ
ー
ス
で
も
な
く
、
郊
外
の
ケ
ダ
ル
ー
駅 K

edaru 

か
ら
出
発
し
た）

108
（

。
旅
行
中
も
ア
リ
ー
は
、
こ
れ
は
危
険
な
狂
人
の
移
送
だ
と
い
う
英

当
局
の
立
場
に
基
き
、
厳
し
い
監
視
下
に
置
か
れ
た
。「
ア
リ
ー
・
ア
ブ
ド
・
ア
ッ
・
ラ
テ
ィ
ー
フ
は
偏
執
狂
的
分
裂
症
を
患
っ
て
お
り
、

…
危
険
で
あ
る
」
と
当
時
の
ス
ー
ダ
ン
総
督
は
書
い
て
い
る
。「
移
送
中
は
監
視
の
た
め
に
必
要
な
措
置
が
と
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
…

警
察
に
よ
る
護
送
と
い
う
形
が
最
低
限
必
要
で
あ
る）

109
（

。」
ス
ー
ダ
ン
出
国
が
秘
密
裏
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
エ
ジ
プ
ト
入
国
も
ま
た
、
秘
密

裏
で
あ
っ
た
。
ア
リ
ー
は
カ
イ
ロ
で
は
な
く
ギ
ザ
駅
で
汽
車
を
降
ろ
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
民
衆
に
よ
る
歓
迎
の
デ
モ
が
起
き
る
よ
う
な
こ

と
を
防
ぐ
た
め
で
あ
っ
た）

110
（

。

　

ア
リ
ー
は
ま
ず
陸
軍
病
院
に
入
院
さ
せ
ら
れ
、
つ
い
で
ア
ッ
バ
ー
ス
ィ
ー
ヤ
地
区
の
精
神
病
院
に
移
さ
れ
た）

111
（

。
看
護
師
は
す
べ
て
エ
ジ

プ
ト
人
で
あ
り
、
待
遇
は
良
か
っ
た
。
エ
ジ
プ
ト
王
族
の
中
で
も
親
ス
ー
ダ
ン
的
な
傾
向
で
知
ら
れ
る
ウ
マ
ル
・
ト
ゥ
ー
ス
ー
ン
王
子 

‘Um
ar Ṭūs ūn

か
ら
は
、
差
し
入
れ
の
本
が
届
い
た）

112
（

。
だ
が
、
外
出
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
八
月
に
な
っ
て
、
ア
ー
ッ
ザ
と
（
今

や
ア
リ
ー
の
娘
婿
と
な
っ
た
）
ム
ハ
ン
マ
ド
・
フ
サ
イ
ン
・
リ
ー
ハ
ー
ン
は
エ
ジ
プ
ト
を
訪
れ
、
病
院
で
ア
リ
ー
と
面
会
し
た
。
彼
ら
の
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見
た
と
こ
ろ
、
ア
リ
ー
は
き
わ
め
て
正
常
で
あ
っ
た）

113
（

。
結
果
と
し
て
ア
ー
ッ
ザ
は
エ
ジ
プ
ト
の
陸
軍
大
臣
に
陳
情
を
提
出
し
、
夫
が
退
院

し
て
自
由
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
と
要
求
し
た
。「
夫
に
は
い
か
な
る
病
の
兆
候
も
見
当
た
り
ま
せ
ん
で
し
た
」
と
、
こ
の
陳

情
の
中
で
彼
女
は
書
い
て
い
る
。「
た
だ
一
点
、
自
分
は
ま
だ
監
獄
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
、
ス
ー
ダ
ン
の
監
獄
と
は
少
し
違
う
か
も
し
れ

な
い
が
、
と
信
じ
込
ん
で
い
る
こ
と
を
除
け
ば
」。
だ
が
エ
ジ
プ
ト
政
府
の
反
応
は
、
官
僚
的
な
も
の
だ
っ
た
。
ア
リ
ー
の
退
院
は
「
彼

の
精
神
状
態
に
鑑
み
て
無
理
」
だ
と
い
う
の
が
、
返
っ
て
来
た
答
え
で
あ
っ
た）

114
（

。

　

ア
リ
ー
の
晩
年
の
精
神
状
態
に
関
し
て
は
、
彼
が
時
に
エ
キ
セ
ン
ト
リ
ッ
ク
に
見
え
る
言
動
を
示
す
場
合
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
証
言

も
存
在
す
る
。
ア
ー
ッ
ザ
が
病
院
で
面
会
し
た
際
に
は
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
ア
リ
ー
は
き
わ
め
て
正
常
に
見
え
た
。
た
だ
、
ア
リ
ー

は
や
は
り
面
会
に
訪
れ
て
い
た
見
舞
い
客
（
エ
ジ
プ
ト
に
亡
命
中
の
ス
ー
ダ
ン
人
の
元
将
校
た
ち
）
に
対
し
、
ほ
と
ん
ど
「
予
言
」
の
よ

う
な
、
確
信
に
満
ち
た
様
子
で
、「
ス
エ
ズ
運
河
は
い
つ
の
日
か
戦
場
に
な
る
」
と
語
っ
て
お
り
、
こ
れ
が
ア
ー
ッ
ザ
の
注
意
を
引
い
た

と
い
う
。
だ
が
、
こ
れ
は
、
ア
リ
ー
の
軍
事
的
・
政
治
的
洞
察
力
を
示
す
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
の
ち
に
ス
エ
ズ
運
河

地
帯
が
実
際
に
戦
場
と
な
っ
た
時
、
ア
ー
ッ
ザ
は
夫
の
予
言
が
的
中
し
た
と
感
じ
た
と
い
う）

115
（

。

　

一
部
の
人
々
は
、し
か
し
、も
っ
と
奇
妙
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
伝
え
て
も
い
る
。ザ
イ
ン
・
ア
ル
・
ア
ー
ブ
デ
ィ
ー
ン
・
ア
ブ
ド
・
ア
ッ
・

タ
ー
ッ
ム
（「
白
旗
同
盟
」
に
お
け
る
同
志
）
が
ア
リ
ー
と
の
面
会
後
に
友
人
に
語
っ
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
ア
リ
ー
は
病
院
内
に
い
た

猫
を
指
し
て
、「
こ
れ
は
本
当
の
猫
で
は
な
く
、
イ
ギ
リ
ス
が
私
を
見
張
る
た
め
に
雇
っ
た
ス
パ
イ
だ
」
と
言
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、「
私

は
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
フ
マ
ド
・
ア
ル
・
マ
フ
デ
ィ
ー
（
＝
十
九
世
紀
末
に
ス
ー
ダ
ン
に
現
わ
れ
た
「
マ
フ
デ
ィ
ー
」
の
こ
と
）
だ
」
と
口

に
し
た
こ
と
も
あ
る
と
い
う）

116
（

。

　

伝
聞
情
報
を
過
度
に
信
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
十
数
年
間
に
わ
た
る
拘
禁
生
活
の
結
果
、
ア
リ
ー
の
性
癖
に
も
と
も
と
存
在
し
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た
、
神
秘
主
義
的
傾
向
が
増
幅
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
り
得
な
く
は
な
い
。
ま
た
、
長
期
に
わ
た
っ
て
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
さ
ら
さ
れ
、
狂
人

と
し
て
扱
わ
れ
続
け
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
で
心
理
的
バ
ラ
ン
ス
を
失
う
に
は
充
分
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、（
ア
ー
ッ
ザ
が
エ
ジ
プ
ト
当
局
へ

の
陳
情
の
中
で
鋭
く
指
摘
し
た
よ
う
に
）
ス
ー
ダ
ン
政
庁
の
監
獄
か
ら
は
釈
放
さ
れ
た
が
、「
病
院
」
の
姿
を
し
た
別
の
監
獄
に
入
れ
ら

れ
た
に
す
ぎ
な
い
こ
と
に
気
づ
い
た
時
、
ア
リ
ー
が
、
絶
望
と
精
神
的
シ
ョ
ッ
ク
を
味
わ
っ
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。

　

ア
リ
ー
・
ア
ブ
ド
・
ア
ッ
・
ラ
テ
ィ
ー
フ
は
一
九
四
八
年
一
〇
月
二
九
日
に
病
死
し
た）

117
（

。

エ
ピ
ロ
ー
グ

　

一
九
五
二
年
七
月
、
エ
ジ
プ
ト
で
革
命
が
起
き
た
。
エ
ジ
プ
ト
共
和
国
の
初
代
大
統
領
に
就
任
し
た
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ナ
ジ
ー
ブ
は
、
ア

リ
ー
の
遺
体
を
、
そ
れ
ま
で
埋
葬
さ
れ
て
い
た
通
常
の
墓
地
か
ら
、「
愛
国
殉
難
者
た
ち
の
墓
地m

aq ābir al-shuhad ā

’」
に
移
葬
し
た
。

盛
大
な
葬
儀
が
行
な
わ
れ
、
ア
ー
ッ
ザ
も
ス
ー
ダ
ン
か
ら
招
待
さ
れ
た）

118
（

。
エ
ジ
プ
ト
政
府
は
「
ナ
イ
ル
河
谷
の
統
一
」
を
掲
げ
た
「
白
旗

同
盟
」
指
導
者
の
顕
彰
に
努
め
、
ア
ー
ッ
ザ
に
年
金
を
支
給
し
た）

119
（

。（
こ
れ
は
彼
女
が
一
九
八
七
年
に
死
去
す
る
ま
で
支
給
さ
れ
続
け
た
。）

　

ス
ー
ダ
ン
本
国
で
は
、
ア
リ
ー
の
名
誉
回
復
は
も
う
少
し
時
間
を
要
し
た
。
し
か
し
、
独
立
（
一
九
五
六
年
）
後
、
そ
し
て
特
に
ム
ハ

ン
マ
ド
・
ジ
ャ
ア
フ
ァ
ル
・
ヌ
マ
イ
リ
ー M

u ḥam
m

ad Ja

‘far al-N
um

ayr ī

率
い
る
「
自
由
将
校
団
」
に
よ
る
政
権
掌
握
（
一
九
六
九

年
五
月
）
後
は
、
こ
の
国
民
的
英
雄
を
顕
彰
し
よ
う
と
す
る
試
み
が
急
に
盛
ん
に
な
っ
た
。
明
ら
か
に
ヌ
マ
イ
リ
ー
は
、
ア
リ
ー
・
ア
ブ

ド
・
ア
ッ
・
ラ
テ
ィ
ー
フ
と
い
う
、
ス
ー
ダ
ン
社
会
に
お
け
る
「
近
代
的
勢
力
」
の
先
駆
け
的
存
在
で
あ
る
と
共
に
、（
の
ち
に
成
立
し

た
諸
政
党
の
そ
れ
と
は
異
な
る
）「
ス
ー
ダ
ン
民
族
主
義
」
の
体
現
者
で
あ
っ
た
人
物
の
イ
メ
ー
ジ
が
、
自
身
の
「
五
月
革
命
」
体
制
の
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た
め
に
利
用
可
能
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

一
九
六
九
年
、
ヌ
マ
イ
リ
ー
は
「
一
九
二
四
年
革
命
」
参
加
者
た
ち
を
顕
彰
し
、
ア
リ
ー
だ
け
で
な
く
ア
ー
ッ
ザ
に
も
勲
章
を
授
与
し

た
。
一
九
七
〇
年
、
ア
リ
ー
は
「
中
佐m

uqaddam

」
の
位
階
に
死
後
昇
進
し
た）

120
（

。

54　

al-R
iw

āy āt, Vol.II 

所
収
のal-

‘Āzza M
u ḥam

m
ad 

‘Abd A
ll āh 

の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
記
録, p.374. M

u ḥam
m

ad 

‘Abd al-R
a ḥīm

, al- Ṣir ā

‘ al-

M
usalla ḥ 

‘al ā al-W
a ḥda f ī al-S ūd ān aw

 al- Ḥ
aq īqa 

‘an Ḥ
aw

ādith 1924 （
ス
ー
ダ
ン
に
お
け
る
統
一
を
め
ぐ
る
武
装
闘
争
、
あ
る
い
は
一
九
二

四
年
の
諸
事
件
の
真
相
）, al-Q

āhira, n.d., pp.11-12 ; R
a 

’fat G
han īm

ī al-Shaykh, M
i ṣr w

a al-S ūd ān f ī al-

‘Al āq āt al-D
uw

al īya （
国
際
関
係
に

お
け
る
エ
ジ
プ
ト
と
ス
ー
ダ
ン
）, al-Q

āhira, 1983, p.371.

55　

M
u ḥam

m
ad N

aj īb, op.cit., pp.31-32

56　

Sulaym
ān K

isha, al-Liw
ā

’ al-A
bya ḍ （
白
旗
同
盟
）, al-K

har ṭūm
, 1957, p.4 ; Sudan M

onthly Intelligence R
eport （

以
後
、S.M

.I.R
. 

と
略

記
）, N

o.335 （June 1922

）.

57　

S.M
.I.R

. N
o.334 （M

ay1922

） ; al-A
khb ār,  6 June, 1922 ; Ja

’far M
u ḥam

m
ad 

‘Al ī B
akh īt, al-Id āra al-B

ar īṭān īya w
a al- Ḥ

araka al-

W
a ṭan īya f ī al-S ūd ān 1919-1939 （

ス
ー
ダ
ン
に
お
け
る
英
統
治
と
民
族
運
動
一
九
一
九
―
三
九
年
。
以
下
、al-Id āra

と
略
記
）, 1972, p.77.

58　

al-A
khb ār,  4 June,  6 June, 1922.

59　

Ḥ
asan N

aj īla, M
al ām

i ḥ m
in al-M

ujtam
a

‘ al-S ūd ān ī （
ス
ー
ダ
ン
社
会
の
諸
相
）, vol. I, pp.31-32.

60　

al-R
iw

āy āt, Vol.II 

所
収
のal-

‘Āzza M
u ḥam

m
ad 

‘Abd A
ll āh 

の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
記
録, pp.373-374.

61　

Sulaym
ān K

isha, M
u ḥākam

āt A

‘d ā

’ al-Liw
ā

’ al-A
bya ḍ （

白
旗
同
盟
員
の
裁
判
）, al-K

har ṭūm
, n.d., pp. 5-7.

62　

ム
ハ
ン
マ
ド
・
フ
サ
イ
ン
・
リ
ー
ハ
ー
ン
は
ア
リ
ー
の
自
宅
で
「
将
校
未
亡
人
同
盟
」（Jam

‘ īya A
r ām

il al- Ḍ
ubb āṭ

）
な
る
組
織
の
結
成
準
備
に
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関
す
る
印
刷
物
を
目
に
し
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
。M

u ḥam
m

ad Ḥ
usayn R īḥān

と
の
一
九
八
六
年
二
月
一
三
日
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
。

63　
R

a 

’fat G
han īm

ī al-Shaykh, op.cit., p.371.
64　

S.M
.I.R

., N
o.335 （June 1922

）.

65　

‘Abd al-K
ar īm

 al-Sayyid 

は
ア
リ
ー
は
こ
の
事
件
当
時
「
ス
ー
ダ
ン
統
一
同
盟
」
に
属
し
て
お
り
、
こ
の
組
織
の
決
定
に
基
い
て
行
動
し
て
い
た

と
す
る
。
他
方
、（
本
文
中
で
述
べ
る
よ
う
に
）「
ス
ー
ダ
ン
統
一
同
盟
」
の
指
導
的
メ
ン
バ
ー
の
一
人
で
あ
っ
たSulaym

ān K
isha

は
、
こ
れ
を

否
定
し
て
い
る
。
‘Abd al-K

ar īm
 al-Sayyid, al-Liw

ā

’ al-A
bya ḍ : T

a

’r īkh T
haw

ra 1924 : M
udhakkir āt w

a M
ush āhad āt Saj īn （

白
旗
―
一

九
二
四
年
革
命
史
・
あ
る
囚
人
の
目
撃
談
と
回
想
）, al-K
har ṭūm

, 1970, pp.9-10 ; Sulaym
ān K

isha, al-Liw
ā

’ al-A
bya ḍ, pp.4-6.

66　

S.M
.I.R

., N
o.335 （June 1922

）.

67　

al-A
khb ār,  8 Jan. 1923.

68　

次
女
の
正
式
に
登
録
さ
れ
た
名
前
は
「
イ
フ
サ
ー
ン
」
だ
っ
た
が
、
家
族
の
中
で
は
「
ス
ィ
ッ
ト
ナ
ー
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
つ
い
で
、
ア
リ
ー

の
投
獄
後
、（
ア
ー
ッ
ザ
の
母
の
フ
ァ
ー
テ
ィ
マ
、も
し
く
は
ア
リ
ー
の
父
の
再
婚
相
手
ラ
フ
マ
に
よ
っ
て
）「
ス
ジ
ュ
ー
ン
」と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
と
い
う
。D

urr īya M
u ḥam

m
ad Ḥ

usayn
と
の
一
九
八
六
年
二
月
七
日
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
。
ま
た
、M

u ḥam
m

ad Ḥ
usayn R īḥān

と
の
一
九

九
五
年
三
月
一
一
日
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
。

69　

Sulaym
ān K

isha, S ūq al-D
hikriy āt （

想
い
出
の
市
）, p.130 ; Ḥ

asan N
aj īla, M

al ām
i ḥ m

in al-M
ujtam

a

‘ al-S ūd ān ī, vol.I, pp.98-99.

70　

al-R
iw

āy āt, Vol.II 

所
収
の 

‘Al ī M
all ās ī H

ul ūl  

の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
記
録, pp.302-319. 

こ
の
証
言
の
重
要
性
を
最
初
に
指
摘
し
た
も
の
と
し
て 

K
halid H

usayn al-K
idd, 

“The E
ffendia and C

oncepts of N
ationalism

 in the Sudan

” （R
eading 

大
学
に
一
九
八
七
年
に
提
出
さ
れ
た
博
士
論

文
。
未
公
刊
）, p.66 

が
あ
る
。

71　

al-R
iw

āy āt, Vol.II 

所
収
の 

‘Al ī M
all āsi H

ul ūl  

の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
記
録, pp.306-307.

72　

Ibid., p.307.
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73　

ウ
バ
イ
ド
・
ハ
ー
ッ
ジ
・
ア
ル
・
ア
ミ
ー
ン
（
そ
の
出
自
に
関
し
て
は
本
稿
「
上
」
注
13
も
参
照
の
こ
と
）
が
運
動
の
真
の
リ
ー
ダ
ー
だ
っ
た
と

す
る
主
張
は
、Ja

’far M
u ḥam

m
ad 

‘Al ī B
akh īt, al-Id āra, p.78, 

ま
た
、
エ
ジ
プ
ト
の
歴
史
家
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
ニ
ー
ス
に
よ
るM

u ḥam
m

ad 

A
n īs, 

“Ḥaraka al-Liw
ā

’ al-A
bya ḍ ba

‘da K
ham

s īn 

‘Ām
 f ī al-S ūd ān w

a M
i ṣr

” （
白
旗
同
盟
運
動
か
ら
五
〇
年
―
ス
ー
ダ
ン
と
エ
ジ
プ
ト
に
て
） 

（ 4

）, al-A
hr ām

,  2 Jul.1973 

な
ど
に
見
ら
れ
る
。

74　

F.O
.371/10053, N

o.7895, p.82. （
こ
の
英
当
局
に
よ
る
報
告
書
で
は 

“Tarikh el G
am

aiat

” と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
）
著
書
の
正
式
名
は
、 

‘Abd al-R
a ḥm

ān al-R āfi 

‘ī, al-Jam

‘īy āt al-W
a ṭan īya : Ṣa ḥīfa m

in T
a

’r īkh al-N
ah ḍāt al-Q

aw
m
īya fi Farans ā w

a A
m

r īk ā w
a A

lm
āniy ā 

w
a B

ūl ūniya w
a al-A

n āḍūl, al-Q
āhira （

民
族
的
諸
結
社
―
フ
ラ
ン
ス
、
ア
メ
リ
カ
、
ド
イ
ツ
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ア
ナ
ト
リ
ア
に
お
け
る
民
族
的

覚
醒
の
歴
史
か
ら
の
一
頁
）, 1922 

で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
革
命
か
ら
説
き
起
こ
し
、
欧
米
諸
国
や
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
近
代
政
治
史
に
お
け
る
「
民
族
的

結
社
」
の
役
割
を
論
じ
て
い
る
。
ア
リ
ー
は
ま
た
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
や
バ
ル
カ
ン
に
お
け
る
民
族
解
放
闘
争
の
進
展
を
強
い
関
心
を
持
っ
て
フ
ォ
ロ
ー

し
て
い
た
と
言
わ
れ
る
。M

a ḥj ūb 
‘Um
ar B

āshar ī, R
uw

w
ād al-Fikr al-S ūd ān ī 

（
ス
ー
ダ
ン
の
思
想
的
リ
ー
ダ
ー
た
ち
）, al-K

har ṭūm
, 1981, 

p.208. Ja

‘far M
u ḥam

m
ad 

‘Al ī B
akh īt
は
、
ア
リ
ー
は
ベ
ル
リ
ン
か
ら
ア
ラ
ビ
ア
語
で
書
か
れ
た
共
産
主
義
文
献
（
ド
イ
ツ
滞
在
中
の
エ
ジ
プ
ト

人
学
生
組
織
に
よ
っ
て
発
行
さ
れ
て
い
た
定
期
刊
行
物
）
を
入
手
し
て
い
た
と
主
張
し
て
い
る
。Jaafar M

uham
m

ad A
li B

akheit, C
om

m
unist 

A
ctivities in the M

iddle E
ast B

etw
een 1919-1927 w

ith Special R
eference to E

gypt and Sudan, 2nd
 printed, K

hartoum
 U

niversity Press, 

1975, pp.6-7.

75　

た
と
え
ば
ム
ハ
ン
マ
ド
・
フ
サ
イ
ン
・
リ
ー
ハ
ー
ン
は
ア
ー
ッ
ザ
に
よ
っ
て
保
管
さ
れ
て
い
た
、
ア
リ
ー
か
ら
サ
ア
ド
・
ザ
グ
ル
ー
ル
へ
の
手
紙

を
見
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
。M

u ḥam
m

ad Ḥ
usayn R īḥān

と
の
一
九
八
六
年
二
月
一
三
日
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
。

76　

オ
ム
ド
ゥ
ル
マ
ー
ン
に
住
ん
で
い
たShaykh 

‘Um
ar D

af

‘ All āh 

は
「
白
旗
同
盟
」
の
こ
と
を
耳
に
し
た
際
、
ま
ず
ハ
ル
ト
ゥ
ー
ム
に
行
っ
て
ア

リ
ー
・
ア
ブ
ド
・
ア
ッ
・
ラ
テ
ィ
ー
フ
と
面
談
し
、
そ
の
上
で
組
織
へ
の
加
入
を
決
め
た
。
ハ
ル
ト
ゥ
ー
ム
の
国
立
文
書
館
（N

R
O

）
所
収M

isc. 

1/18/211 Shaykh 

‘Um
ar D

af

‘ All āh, Ta

’r īkh al- Ḥ
aq ā

’iq : al-Juz

’ al-T
h āni （

真
実
の
歴
史
）, p.75. 

ま
た
、
当
時
シ
ェ
ン
デ
ィ
ー
に
住
ん
で
い
た
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al- Ṭ
ayyib B

ābikr al-M
in ā 

も
「
白
旗
同
盟
」
に
加
入
す
る
前
に
ハ
ル
ト
ゥ
ー
ム
に
赴
き
、
ア
リ
ー
・
ア
ブ
ド
・
ア
ッ
・
ラ
テ
ィ
ー
フ
と
面
談
し
て

い
る
。al-R

iw
āy āt, Vol.II 

所
収
の  

のal-Shaykh al- Ṭ
ayyib B

ābikr

イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
記
録, pp.336-337.

77　

K
ordofan 1/13/60, Letter from

 the C
ivil Secretary, 3  A

pril, 1934.

78　

al-R
iw

āy āt, Vol.II 

所
収
の 

‘Al ī M
all ās ī H

ul ūl  

の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
記
録, pp.311-313.

79　

A
ḥm

ad Ibr āh īm
 D

iy āb, T
haw

ra 1924 : D
ir ās āt w

a W
aq ā

’i 

‘ （
一
九
二
四
年
革
命
―
研
究
と
史
実
）, al-K

har ṭūm
, p.32 

に
引
用
さ
れ
て
い
る

Ḥ
ad āra al-S ūd ān,25  June, 1924. 「

最
も
つ
ま
ら
ぬ
者
た
ち
、
最
も
卑
し
い
者
た
ち
が
…
」
と
い
う
く
だ
り
は
、
北
部
ス
ー
ダ
ン
に
存
在
す
る
と

い
う
「
奴
隷
に
よ
っ
て
導
か
れ
る
村
は
お
し
ま
い
だ
（
サ
ジ
ャ
ム
・
ア
ル
・
ヒ
ッ
ラ
・
ア
ッ
・
ダ
リ
ー
ラ
・
ア
ブ
ド
）
と
い
う
こ
と
わ
ざ
を
想
起
さ

せ
る
。
こ
の
こ
と
わ
ざ
に
つ
い
て
は
、K

halid H
usayn al-K

idd, op.cit,p.137 

参
照
。

80　

こ
の
投
書
の
筆
者
は
ス
ラ
イ
マ
ー
ン
・
キ
シ
ャ
だ
っ
た
と
広
く
信
じ
ら
れ
て
い
る
。

81　

‘Abd al- Ḥ
am

īd Ibr āh īm
 

‘Abd al-R
a ḥm

ān, al-Za

‘īm 

‘Al ī 

‘Abd al-La ṭīf, al-Q
āhira, 1950. 

著
者
は
、「
一
九
二
四
年
革
命
」
に
参
加
し
た
の
ち

に
エ
ジ
プ
ト
に
亡
命
し
た
ス
ー
ダ
ン
人
将
校
の
息
子
だ
っ
た
。
こ
の
本
に
はM

u ṣṭaf ā al-N
a ḥḥās, 

‘Abd al-R
a ḥm

ān al-R āfi 

‘ī, M
u ḥam

m
ad Ṣāli ḥ 

Ḥ
ar b 

等
の
エ
ジ
プ
ト
の
政
治
家
・
著
述
家
た
ち
が
序
言
を
寄
せ
て
い
る
。

82　
「
一
九
一
九
年
革
命
」
以
後
の
エ
ジ
プ
ト
政
治
に
お
け
る
「
ザ
イ
ー
ム
」
概
念
の
重
要
性
に
関
し
て
は
、
た
と
え
ば
、
‘Abd al-

‘Az

4īm
 M

u ḥam
m

ad 

R
am

a ḍān, T
a ṭaw

w
ur al- Ḥ

araka al-W
a ṭan īya f ī M

i ṣr m
in Sana 1937 

’il ā Sana 1948 （
エ
ジ
プ
ト
に
お
け
る
民
族
運
動
の
発
展
一
九
三
七
―

四
八
年
）, al-Q
āhira, 1973, pp.91-94 

を
参
照
。

83　

Saeed M
oh. A

hm
ed el M

ahdi （ed.

）, op.cit., p.xxv ; al-R
iw

āy āt, Vol.II 

所
収
のal-

‘Āzza M
u ḥam

m
ad 

‘Abd A
ll āh 

の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
記
録, 

pp.384-385.

84　

al-R
iw

āy āt, Vol.I

所
収
のIbr āh īm

 Sa 

‘īd 

‘Uthm
ān 

の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
記
録, pp.181-184.

85　

ア
ー
ッ
ザ
を
「
エ
ジ
プ
ト
国
民
の
母
」
に
な
ぞ
ら
え
る
傾
向
の
存
在
は
、
た
と
え
ば
、
一
九
二
四
年
七
月
初
旬
に
エ
ジ
プ
ト
の
女
性
組
織
が
ア
ー
ッ
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ザ
に
電
報
を
送
っ
た
と
い
う
事
実
か
ら
も
窺
え
る
。A

ḥm
ad Ibr āh īm

 D
iy āb,op.cit., p.48; S.M

.I.R
., N

o.359 （June 1924

）.
86　

al-R
iw

āy āt, Vol.II 

所
収
のal-

‘Āzza M
u ḥam

m
ad 

‘Abd A
ll āh 

の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
記
録, p. 387, p.416.

87　

Ibid., p.394. 

な
お
、
こ
の
年
に
生
ま
れ
た
子
ど
も
が
ア
リ
ー
・
ア
ブ
ド
・
ア
ッ
・
ラ
テ
ィ
ー
フ
に
ち
な
ん
で
名
づ
け
ら
れ
る
と
い
う
現
象
も
存
在

し
た
よ
う
で
あ
る
。D

r. 

‘Izz al-D
īn 

‘Ām
ir （

ス
ー
ダ
ン
共
産
党
員
の
有
名
な
活
動
家
で
一
九
八
六
〜
八
九
年
に
は
国
会
議
員
を
務
め
た
）
は
一
九
二

四
年
秋
に
生
ま
れ
た
た
め
、
家
族
の
中
で
は
「
ア
ブ
ド
・
ア
ッ
・
ラ
テ
ィ
ー
フ
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

88　

al-R
iw

āy āt, Vol.II 
所
収
のal-

‘Āzza M
u ḥam

m
ad 

‘Abd A
ll āh 

の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
記
録, p. 379.

89　

Ibid., p.385.

90　

Ibid., pp. 387-388.

91　

D
urr īya M

u ḥam
m

ad Ḥ
usayn

と
の
一
九
八
六
年
二
月
七
日
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
。

92　

al-R
iw

āy āt, Vol.II 

所
収
のal-

‘Āzza M
u ḥam

m
ad 

‘Abd A
ll āh 

の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
記
録, pp.386-387, 409-410, p.414.

93　

S.M
.I.R

., N
o.359 （June 1924

）.

94　

S.M
.I.R

., N
o.360 （July 1924

） ; F.O
. 141/445/556 （1937

）
所
収
の
一
九
三
七
年
九
月
二
二
日
付
報
告
書
。

95　

K
ordofan 1/13/60, Letter from

 the C
ivil Secretary to the G

overnor of K
ordofan, 

 
3 A

pril, 1934.

96　

Ibid.

97　

ア
リ
ー
の
父
親
ア
ブ
ド
・
ア
ッ
・
ラ
テ
ィ
ー
フ
は
ヌ
バ
山
地
出
身
だ
っ
た
と
言
わ
れ
る
が
、
そ
れ
以
上
の
詳
細
に
つ
い
て
は
ア
リ
ー
の
家
族
は
情

報
を
持
っ
て
い
な
い
。
ア
リ
ー
が
ヌ
バ
山
地
に
所
有
し
て
い
た
と
い
う
家
作
に
関
し
て
は
、
軍
務
に
就
い
た
直
後
に
ヌ
バ
山
地
に
勤
務
し
た
時
期
に

入
手
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
孫
娘
のD

urr īya
は
、
し
か
し
な
が
ら
、
ア
ー
ッ
ザ
が
「
ジ
ャ
バ
ル
・
リ
マ
」
に
言
及
し

て
い
た
こ
と
を
か
す
か
に
記
憶
し
て
も
い
る
よ
う
に
も
思
う
と
い
う
。D

urr īya M
u ḥam

m
ad Ḥ

usayn

と
の
一
九
九
五
年
一
二
月
一
日
の
イ
ン
タ

ヴ
ュ
ー
。
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98　
K

ordofan 1/13/60, Letter from
 the D

istrict C
om

m
issioner of the W

estern Jebels to the G
overnor of K

ordofan.

99　
K

had īja Zur ūq, op.cit., p.36 ; M
u ḥam

m
ad N

aj īb, op.cit., p.42.
100　

M
u ḥam

am
d Ā

dam
 A

dham
 

と
の
一
九
八
六
年
二
月
一
七
日
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
。
同
人
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
はM

u ḥam
m

ad 

‘Abd al-B
akh īt 

本

人
か
ら
直
接
聞
い
た
話
だ
と
い
う
。

101　

M
u ḥam

m
ad A

n īs, 

“Ḥaraka al-Liw
ā

’ al-A
bya ḍ ba

‘da K
ham

s īn 

‘Ām
 f ī al-S ūd ān w

a M
i ṣr

” （

 
1

）, al-A
hr ām

,  29 Jun. 1973.

102　

一
九
九
五
年
五
月
四
日
付
のal-K

har ṭūm

紙
に
掲
載
さ
れ
たM

ah ā 

‘Abd A
ll āh Ḥ

am
d Ḥ

ājj al-A
m
īn 

筆
の
記
事
。
‘Abd A

ll āh Ḥ
am

d Ḥ
ājj al-

Ā
m
īn

の
家
族
と
の
一
九
九
五
年
七
月
二
日
カ
イ
ロ
に
お
け
る
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
。

103　

F.O
. 141/445/556 （1937

）
所
収
の
一
九
三
七
年
九
月
二
二
日
付
報
告
書
。

104　

M
u ḥam

m
ad Ḥ

usayn R īḥān
と
の
一
九
八
六
年
二
月
一
〇
日
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
。

105　

‘Abd al- Ḥ
am

īd Ibr āh īm
 

‘Abd al-R
a ḥm

ān, op.cit., p.92.

106　

エ
ジ
プ
ト
政
府
と
英
当
局
の
交
渉
の
詳
細
はF.O

.141/445/556 

に
見
出
さ
れ
る
。
ま
た
、
‘Abd al- Ḥ

am
īd Ibr āh īm

 

‘Abd al-R
a ḥm

ān, op.cit., 

pp.92-95 

参
照
。

107　

F.O
.141/445/556　

所
収
の
一
九
三
七
年
一
〇
月
七
日
付
声
明
草
案
。

108　

M
u ḥam

m
ad Ḥ

usayn R īḥān

と
の
一
九
八
六
年
二
月
一
三
日
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
。

109　

F.O
.141/445/556, Letter from

 the G
overnor-G

eneral of the Sudan to the B
ritish A

m
bassador in C

airo, 
 

10 D
ec.1937. Ḥ

asan N
aj īla 

のM
al ām

i ḥ m
in al-M

ujtam
a

‘ al-S ūd ān ī, vol.II, pp.32-36

に
は
、
ア
リ
ー
の
エ
ジ
プ
ト
へ
の
移
送
を
め
ぐ
る
生
々
し
い
描
写
が
あ
る
。
そ
れ
に

よ
れ
ば
汽
車
の
中
で
の
食
事
の
際
、
ア
リ
ー
は
ナ
イ
フ
や
フ
ォ
ー
ク
を
与
え
ら
れ
ず
、
こ
の
扱
い
に
立
腹
し
て
い
た
と
い
う
。
こ
れ
も
ま
た
、「
狂

人
の
移
送
」
に
伴
う
措
置
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

110　

‘Abd al- Ḥ
am

īd Ibr āh īm
 

‘Abd al-R
a ḥm

ān, op.cit., p.96.



東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
　
第
百
六
十
一
册

― 114 ―

111　

‘Izz al-D
īn Ibr āh īm

 

‘Abd al-R
a ḥm

ān 

将
軍
と
の
一
九
八
六
年
六
月
一
八
日
カ
イ
ロ
に
お
け
る
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
。（
な
お
同
氏
は
、
前
掲
のal-Za 

‘īm 

‘Al ī 

‘Abd al-La ṭīf 

の
著
者 

‘Abd al- Ḥ
am

īd

の
兄
弟
で
あ
る
。）

112　

M
u ḥam

m
ad Ḥ

usayn R īḥān

と
の
一
九
八
六
年
二
月
一
三
日
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
。

113　

同
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
。

114　

al-

‘Āzza M
u ḥam

m
ad 

‘Abd A
ll āh 

か
ら
エ
ジ
プ
ト
陸
軍
大
臣
へ
の
一
九
三
八
年
一
一
月
二
〇
日
付
書
簡
。ま
た
、一
九
三
九
年
一
月
二
五
日
に（
エ

ジ
プ
ト
陸
軍
大
臣
を
経
て
）
転
送
さ
れ
て
き
た
エ
ジ
プ
ト
保
健
大
臣
よ
りal-

‘Āzza M
u ḥam

m
ad 

‘Abd A
ll āh

へ
の
一
月
二
一
日
付
書
簡
。
こ
れ
ら

の
文
書
はD

urr īya M
u ḥam

m
ad Ḥ

usayn 

に
よ
っ
て
保
管
さ
れ
て
い
る
。

115　

al-R
iw

āy āt, Vol.II 

所
収
のal-
‘Āzza M

u ḥam
m

ad 

‘Abd A
ll āh 

の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
記
録, p. 406, pp.420-421.

116　

‘Izz al-D
īn Ibr āh īm

 

‘Abd al-R
a ḥm

ān 

将
軍
と
の
一
九
八
六
年
六
月
一
八
日
カ
イ
ロ
に
お
け
る
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
。Ḥ

asan N
aj īla 

のM
al ām

i ḥ 

m
in al-M

ujtam
a

‘ al-S ūd ān ī, vol.II, p.35 

に
も
、
ア
リ
ー
が
ハ
ル
ト
ゥ
ー
ム
か
ら
シ
ェ
ン
デ
ィ
ー
へ
の
汽
車
の
中
で
示
し
た
奇
矯
な
言
動
へ
の
言

及
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
り
と
ア
リ
ー
は
異
様
に
気
が
短
く
、
ま
た
自
分
の
こ
と
を
「
聖
な
る
者
」
と
名
乗
っ
て
い
た
と
い
う
。

117　

M
u ḥam

m
ad Ḥ

usayn R īḥān

と
の
一
九
八
六
年
二
月
一
三
日
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
。
‘Abd al- Ḥ

am
īd Ibr āh īm

 

‘Abd al-R
a ḥm

ān, op.cit., p.102.

118　

M
u ḥam

m
ad Ḥ

usayn R īḥān

と
の
一
九
八
六
年
二
月
一
三
日
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
。

119　

同
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
。

120　

同
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
。
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写真1　ハンダクの商人の家の遺構（「ハビール家」）（1995年3月筆者撮影）

写真2　ハンダクに残るインディゴ工場の跡（手前の部分）（1995年3月筆者撮影）
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写真3　アリー・アブド・アッ・ラティーフ（ヌバ山地のタロディ駐屯時代のもの。
Durrīya Muḥammad Ḥusayn Rīḥān所蔵）

写真4　陸軍士官学校時代のアリー・アブド・アッ・ラティーフ（最後列右端。
Durrīya Muḥammad Ḥusayn Rīḥān所蔵）
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写真5　アリー・アブド・アッ・ラティーフの少尉任官時（1914年）の証書（Durrīya 
Muḥammad Ḥusayn Rīḥān所蔵）

写真6　「白旗同盟」結成時に撮影された写真（右から二番目がアリー・アブド・
アッ・ラティーフ。左端が盟友ウバイド・ハーッジ・アル・アミーン）P. M. Holt 
and M.W. Daly, The History of the Sudan, London: Weidenfeld and Nicolson, 1979より。


